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平成28年度
当初予算が決まりました

健康だより
大腸がん検診を受けよう！

大切な命を守るために
知ることは防災の第一歩

より良い行政運営のために
行政改革の結果を公表します

菊池を守ります
菊池市消防団幹部を紹介します

みんなが元気な社会を目指して
介護保険サービスが新しく変わります

5H28.

菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6

■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

5/7
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

5/8 5/9
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

5/10
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

5/11
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

5/12
◆すくすく講座�
10:30 ～児童セ
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

5/13
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館

5/14
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図

15
●泗水おたのしみ会
14:00～泗　図

16
■無料法律相談�
10:00 ～15:00
熊本地方・家庭裁判
所山鹿支部
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

17
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ

18
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

19
◆すくすく講座�
10:30 ～児童セ

20
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）
菊中公

21
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
●古典を楽しむ会 
14:00～泗　図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図
◆第37回菊池まちづ
くり道場�
19:00 ～松倉邸

22
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町
◆ピクニックコー
ンの収穫体験�
9:30 ～ 12:30
きくち観光物産館

23
■納税相談夜間窓口
�～5/27まで
～20:00税務課

24
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●２歳６カ月児歯
科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公
◆ピラティス無料
体験�
19:00 ～ 20:00
七城温泉ドーム

25
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■認知症介護
家族のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

26
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ
◆すくすく講座�
10:30 ～児童セ

27
●おはなしの部屋 
11:00～泗　図
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■こころの健康相
談�
13:30 ～16:00
ゆめタウン光の森１
階イーストコート

28
◆ピクニックコー
ンの収穫体験�
9:30 ～ 12:30
きくち観光物産館
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図

29
◆ピクニックコー
ンの収穫体験�
9:30 ～ 12:30
きくち観光物産館

30 31 6/1
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

6/2
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

6/3 6/4
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

6/5
◆第 30 回歯とお口
の健康展�
10:00 ～ 15:00
菊池郡市歯科医師会
館

6/6
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

6/7
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
●新米ママの子育て
おしゃべり講座�
14:00 ～16:00
西部セ

6/8
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

6/9 6/10 6/11
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4.14- 熊本地震

知ること
は防災の

第一歩
緊急事態の防災・防犯情報のほか、

暮らし、観光、イベント情報など、生活に役立
つ情報をさまざまなメディアで配信しています。熊本地
震の際は、避難所や給水情報、通行止め箇所など防災に
関わる大切な情報を発信してきました。自分や家族を守
るにはまず“知ること”が大事です。ぜひご利用ください。

市内の火災・災害・防犯情報が携帯メールに届きます

■登録手順
① 携帯「メール」画面を開き「新規メール」
「新規作成」などを選択。
② 「メール作成」画面を開いたら、宛

先（TO） に 直 接「kam@123123.
tv」と入力し、空メールを送信。
③  10 分程度で「菊池安心メールのご

登録」というメールが届きますの
で、メールを開き、文章の下段に
ある URL（アドレス）を選択して
ください。
④ 「会員登録」画面を開いたら、

各自当てはまる項目にチェック
して「登録」を選択します。

菊池市安心安全メール登録簡単！

動画も配信！

情報充実 !

問市長公室　☎ 0968(25)7200

■ メールが届かなくなった人
　空メールを送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットからのメール拒否
が考えられます。「ドメイン指定受信設定」で確認して
ください。ドメイン指定受信設定方法はホームページ
に掲載していますのでご覧ください。
※ 必ずドメイン「123123.tv」のみ入力するようにしてください。
※ 現在の設定や機種、携帯電話会社の設定変更などによって設定の

方法が異なる場合があります。不明な点は各携
帯電話会社にお問い合わせください。

■ docomo お客様サポート　☎ 0120(800)000
■ au お客さまサポート　☎ 0077(7)111
■ SoftBank カスタマーサポート　☎ 0800(919)0157

↑登録用２次元コード

　RKK 放送局と協力し、テレビを使った住民情報発
信サービスを行っています。市からの行政情報のほ
か、防災に関する情報も発信しています。

問市長公室広報交流係　☎ 0968(25)7252
■視聴方法
① RKK テレビを視聴します。（地上デジタルテレビ３チャンネル）

②リモコンのｄボタンを押します。
③ テレビ画面に表示されたメニューの中から「デタ

ポン」を選択し、決定ボタンを押します。

　市のホームページ「癒しの里 菊池」やフェイスブック、
ツイッタ―でも情報を配信しています。動画も充実し
ていますので、ぜひご利用ください。

問市長公室広報交流係　☎ 0968(25)7252

■ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp
行政・観光・デジタル資料館（きくち今
昔ぶらり旅）など役立つ情報が満載です。

■公式フェイスブック
市の魅力を世界中に発
信。非常事態には防災
情報も拡散しています。

ツイッター はじめました！
＠ kikuchi_city で検索してください。

テレビ（データ放送）住民情報サービス 市の公式ホームページやSNS

パソコンやワンセグでも閲覧できます。
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Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙

▲災害情報、通行止めや危険箇所の情報

▲飲料水の給水情報

▲避難所開設・空き情報

▲物資の配給情報

▲救援物資に関する情報

知ること
は防災の

第一歩 Contents ～今月号の掲載項目～

３月末の人の動き
人口 対前月比

人 口：49,758 人 － 211
男 性：23,922 人 － 124
女 性：25,836 人 － 87
世 帯：18,676 世帯 12

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,566 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 27,908 人 57%
65 歳以上 　： 15,284 人 30%

村田にある「天祇さ
ん」です。水田に囲
まれた場所にあり、
田んぼを守る神様を
祭ってあります。大
きな木が優しく包み
込むように枝葉を広
げ、燃えるような夕
日が天祇さんを照ら
していました。

3 知ることは防災の第一歩
菊池市安心安全メール／デタポン／市の公式ホームページや SNS

4 平成28 年度 当初予算が決まりました
6 介護保険のサービスが新しく変わります
8
9

第２次菊池市行政改革の結果を公表します
菊池市消防団幹部を紹介します

10 健康だより
大腸がん検診を受けよう!
献血にご協力ください／歯ッピーキッズ

12
13

熊本県知事選挙開票結果
国民年金情報

14
15

文芸きくち
図書だより

16
17

シリーズ菊池遺産／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

18

～

29

情報つう
▼お知らせ　職員人事異動／介護予防ミニ講座／春期狂犬病予防
集合注射と犬の登録を実施します／健康診査を実施します／国民
生活基礎調査／軽自動車の納付期限は６月 30 月㈭です／医療費が
高額になったときは／身体や精神に障がいがある人の軽自動車税
減免／森林を見直そう／繁殖期の野鳥保護と指導取締強化月間／
認可外保育施設の届け出対象が変わります／ミツバチに対する農
薬危害防止／平成 28 年経済センサス活動調査を実施します ! ／病
児・病後児保育事業の土曜日利用が始まります／個人が管理する
浄化槽の寄付を受け入れます／菊池市の放射線量／子ども医療の
小児慢性特定疾病を併用した支払い
▼募集　男女共同参画社会づくり地域リーダー研修生募集／泗水
B ＆Ｇ海洋センター幼児水泳教室受講生募集／泗水Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンターアクアリズム教室受講生募集／Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
監視員募集／保育園で働きたい人の人材バンク登録募集／さわや
か健康教室／職業訓練コース／障がい者対象職業訓練受講生募集
／平成 28 年度菊池市営住宅補充入居者を募集します／アクティビ
ティ＆癒やし参加者募集／いきいき食堂マイスター養成講座参加
者募集／地域コミュニティガーデニングコンテスト参加者募集／
菊池スイミングスクール生徒募集／県職員・警察官の採用試験／
第２回菊池市民劇スタッフ募集
▼相談　ものづくりの人材育成を支援します／納税相談夜間窓口
を開設します／もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／男女
共同参画専門委員相談／無料法律相談会／こころの健康相談
▼イベント　未就学児のためのすくすく講座／ピラティス無料体
験会／新米ママの子育ておしゃべり講座／第 38 回菊池まちづくり
道場／第 30 回歯とお口の健康展／ピクニックコーンの収穫体験
シリーズ菊池の企業

30
31

市民の広場
菊池っ子だより

32 TOPICS ～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー
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歳入
■自主財源　
　地方公共団体が自らの権能に基づ
いて自主的に収入するもの
■依存財源　国や県の意思決定に
基づき収入されるもの
■市税　市民税や固定資産税など
市民の皆さんからの税金
■その他　分担金、負担金、使用料、
手数料、繰越金、諸収入など
■地方交付税
　地域ごとの状況の違いを調整する
ため国税の一部から交付されるお金
■国庫・県支出金
　特定事業に対し国・県から使いみ
ちを指定して交付されるお金
■繰入金　基金から一般会計に組み
入れるお金
■市債　長期間利用される市の施設
をつくるためなどに借り入れるお金

歳出
■義務的経費
　人件費、扶助費、公債費を合わせ
た、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費
　職員の給料や退職金などの費用
■扶助費　保育所の運営、生活保護、
子どものための手当て、医療費の援助
などの費用
■公債費　過去の借入金に要する返
済のための費用
■普通建設事業費
　道路工事や施設などを建設する事
業に要する費用
■物件費　消耗品や備品などに要す
る経費、委託料、光熱水費など
■補助費等　公益的な事業などに対
しての補助金や負担金など
■繰出金　一般会計から特別会計な
どに支出する経費

の
削
減
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
効
か

せ
た
歳
出
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図

り
、「
安
心
・
安
全
の
癒
し
の
里
」

の
実
現
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
市
民

目
線
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
効
果
的
な
予
算
編
成

と
し
ま
し
た
。

予
算
の
規
模

　
一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
27
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
て
５
・
６
％
増
の

３
０
５
億
８
０
０
万
円
で
す
。

■
歳
入

　
主
要
な
財
源
の
市
税
で
は
、
市

民
税
と
固
定
資
産
税
の
増
収
を
見

込
み
、
前
年
度
比
３･

２
％
増
の

51
億
６
３
２
８
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
国•

県
な
ど
の
特
定
財
源
と
地

方
交
付
税
な
ど
を
加
え
て
も
不
足

す
る
財
源
は
、
将
来
の
健
全
な
財

政
運
営
を
検
証
し
、
地
方
交
付
税
の

グ
ラ
フ
で
見
る
当
初
予
算

の
魅
力
を
よ
り
一
層
ア
ピ
ー
ル
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
移
住
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

　
支
え
合
い
安
心
・
安
全
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通

対
策
と
し
て
「
き
く
ち
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
」
を
七
城
地
域
へ
新
た
に
導

入
す
る
な
ど
、
各
地
域
の
交
通
エ
リ

ア
を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
運
行
日

や
運
行
時
間
を
一
部
変
更
す
る
こ
と

で
、
中
山
間
地
域
と
市
街
地
を
結
ぶ

市
民
の
利
便
性
を
よ
り
向
上
さ
せ
、

地
域
に
密
着
し
た
交
通
体
系
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
の
他
、
き
く
ち
情
報
発
信
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
お
こ
し
・
地
域
づ

く
り
（
一
体
感
醸
成
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
文
教
菊
池
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
循
環
型
社
会
モ
デ
ル
都
市
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
改
革
に
基
づ
い
た
行
政
経
費

歳入右の円グラフは、平
成28年度当初予算
の「歳入」「歳出（目
的別・性質別）」を表
しています。

総額305億800万円

地方債
51億 8,360 万円
17.0%

県支出金
24億 2,410 万円
7.9%

国庫支出金
44億 1,341 万円
14.5%

地方交付税
78億円
25.6%

地方譲与税等
14億 4,060 万円
4.6%

その他
40億 8,301 万円
13.4%

市税
51億 6,328 万円
16.9%

依存財源
69.7%

自主財源
30.3%

振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

7
億
３
６
０
０
万
円
の
発
行
と
、
財

政
調
整
基
金
を
19
億
７
９
０
０
万
円

取
り
崩
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
歳
出

　
主
に
合
併
特
例
事
業
債
を
活
用

し
、
地
域
振
興
、
活
性
化
の
た
め

の
財
源
に
で
き
る
地
域
振
興
基
金

の
積
立
金
12
億
７
６
１
５
万
円
を

前
年
度
に
引
き
続
き
計
上
。
普
通

建
設
事
業
は
、
庁
舎
等
整
備
事
業

や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な

ど
に
よ
り
、
前
年
比
22･

３
％
増
の

55
億
３
１
４
５
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い

「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
平
成

28
年
度
予
算
書
は
財
政
課
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
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当
初
予
算
が

　 

決
ま
り
ま
し
た

　
本
年
度
は
、
安
心
・
安
全
の
「
癒

し
の
里
き
く
ち
」
を
目
指
し
て
さ
ら

に
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。
成
果
を

よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
予

算
の
選
択
と
集
中
と
と
も
に
、
国
の

地
方
創
生
の
支
援
を
受
け
て
、
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
や
地
方
創
生
推

進
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
本
市
に
関
わ
る
全
て
の
人
と
連
携

し
、「
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
・

し
ご
と
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
た
め

の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

予
算
の
概
要

　
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税

は
、
税
収
全
体
で
見
る
と
若
干
の
伸

び
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
少

子
高
齢
化
が
進
み
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
永
続
的

「
菊
池
市
第
２
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
重
点
的
な
施
策
と

第
三
次
行
政
改
革
大
綱
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
、

事
業
効
果
を
重
視
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

問
財
政
課
　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

平成28年度

な
税
収
の
増
加
は
見
込
め
な
い
状
況

で
す
。

　
地
方
交
付
税
の
合
併
に
よ
る
優
遇

期
間
が
終
了
し
、
段
階
的
な
縮
減
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
子
高

齢
社
会
の
進
行
や
厳
し
い
雇
用
情
勢

を
背
景
に
社
会
保
障
費
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が

予
想
さ
れ
る
な
か
、
本
市
の
目
指
す

「
安
心
・
安
全
の
癒
し
の
里
」
実
現

に
向
け
、「
経
済
の
活
性
化
の
仕
組

み
づ
く
り
」「
住
み
や
す
さ
日
本
一

の
菊
池
づ
く
り
」
の
二
つ
の
大
き
な

柱
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
経
済
の
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り

　
儲
か
る
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
本
市
独
自
の
認
証
制
度
で
あ
る

農
産
物
の
安
全
・
安
心
な
栽
培
基

準
「
菊
池
基
準
」
の
取
り
組
み
の
拡

大
に
よ
り
「
環
境
王
国
菊
池
市
」
の

確
立
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
菊
池
米

を
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
確
立
す
る
た

め
、
12
月
に
本
市
で
開
催
す
る
「
第

18
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
国
際
大
会
」
を
通
し
て
「
米
ど
こ

ろ
菊
池
」
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　
観
光
戦
略
「
癒
し
の
里
」
構
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
観
光
情
報
の
提

供
、
観
光
資
源
の
開
発
・
活
用
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
な
ど
を
効
率
的
・
効
果
的
に
進
め

る
た
め
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
組

織
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

■
住
み
や
す
さ
日
本
一
の

　
菊
池
づ
く
り

　
定
住
促
進
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
、
空
き
家
・
空
き
地
情
報
活
用
制

度
に
よ
る
登
録
物
件
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
移
住
フ
ェ
ア
や
お
試
し

体
験
ツ
ア
ー
の
開
催
、
独
身
者
へ
の

交
流
機
会
の
提
供
を
通
し
て
、
本
市

歳出（目的別） （性質別）

総額305億800万円

民生費
94 億 8,153 万円
31.1%

商工費
4 億 8,482 万円
1.6%

議会費
2 億 540 万円
0.7%

その他
3,000 万円
0.1%

農林水産業費
22 億 7,076 万円
7.4%

土木費 
30 億 6,005 万円
10.0%

公債費
31 億 5,118 万円
10.3% 総務費 

54 億 6,400 万円
17.9%

教育費
35 億 238 万円
11.5%

衛生費
21 億 264 万円
6.9%

消防費
7 億 5,524 万円
2.5%

扶助費
58 億 6,543 万円
19.2%

人件費
41 億 476 万円
13.5%

公債費
31 億 5,118 万円
10.3%

普通建設事業費等
55 億 4,145 万円
18.2%

物件費
37 億 2,121 万円
12.2%

補助費等
39 億 7,654 万円
13.0%

繰出金
23 億 8,910 万円
7.8%

積立金
15 億 3,551 万円
5.0%

維持補修費 
1 億 4,096 万円
0.5%

その他
8,186 万円
0.3%

義務的
経費
43.0%

投資的
経費
18.2%

その他の
経費
38.8%
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足腰の弱りや健康上の
不安がある

一般高齢者
（お元気高齢者）

介護予防サービス・
生活支援サービス対象者 要支援１•２の認定 要介護１～５の認定

介護予防サービス
（介護保険による給付）

これまでどおり

地域包括支援センター（または各総合支所総務民生課）に相談

日常生活や健康状態について「基本チェックリスト」（※１）で確認

家事（掃除・買物・調理等）
を手伝って欲しい 介護が必要になった

介護保険の申請（※２）

ケアプラン（※ 3）の作成

「介護予防・日常生活支援総合事業」（総合事業）

一般介護予防事業 訪問型サービス これまでどおり

通所型サービス

その他の生活支援サービス

◆介護予防教室
　 保健師・看護師・管

理栄養士・歯科衛生
士による出前講座

◆介護予防訪問指導
　 保健師・看護師・管

理栄養士・歯科衛生
士による訪問指導

◆ 訪問介護（ホームヘルプサー
ビス）

　 掃除、買い物、調理、入浴や
排泄の介助など

◆ 歯科衛生士、管理栄養士によ
る短期集中型サービス

◆ 生活支援サポーター（有償ボ
ランティア）による支援

　 ゴミ出し、代筆、簡単な調理
など

○訪問看護
○通所リハビリ（デイケア）
○訪問リハビリ
○ 短期入所生活介護（ショートス

テイ）
○小規模多機能型生活介護
○認知症対応型通所介護
○福祉用具貸与（レンタル）
○住宅改修　など
※ 現行の「訪問介護」と「通所介護」

は左の訪問型・通所型に移行◆通所介護（デイサービス）
◆短期集中型サービス

◆配食見守りネットワーク事業
◆ 高齢者友愛訪問（声かけ・話

し相手）

サービスの利用の流れ

問い合わせ・相談は、菊池市地域包括支援センターへ
地域包括支援センターは、高齢者の皆さんに関する相談窓口です。
皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らすための支援を行います。気軽にご相談ください。

※１． 身体・口腔・栄養・認知面に関する
質問票

※２． 40 ～ 64 歳で介護が必要な人は、
チェックリストではなく介護保険
申請が必要

※３． どんなサービスをどのように利用す
るかを記した介護計画書
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介護予防・日常生活支援事業総合事業が始まりました

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

４
月
か
ら
新
た
に
「
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

（
以
下
、「
総
合
事
業
」）
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
介
護
保
険
で
要
支
援
１
・

２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
訪

問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）と
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

が
、
市
の
総
合
事
業
に
移
行
し
ま

す
。

　
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
の
介
護
予
防
事
業
や
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
安
否
確
認
の
た
め

の
声
か
け
、
住
民
参
加
の
軽
度
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
、
総
合

事
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
一
人
一
人
の
生
活
の
様
子
や
身

体
状
況
な
ど
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
で
き
る
だ
け
介
護
を
必
要
と

し
な
い
暮
ら
し
の
継
続
を
支
援
し

ま
す
。

　
な
お
、
要
介
護
認
定
（
要
介
護

１
～
５
）
を
受
け
て
い
る
人
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。

問い合わせ先　 高齢支援課 地域包括支援係 地域包括支援センター
☎ 0968(25)7216

４月１日から

介護給付（要介護 1 ～ 5）

予防給付（要支援 1・２）

総合事業（要支援 1・２、総合事業対象者）
訪問型サービス
通所型サービス

これまで

介護給付（要介護 1 ～ 5）

予防給付（要支援 1・２）

訪問介護（ホームヘルプサービス）
通所介護（デイサービス）

福祉用具貸与、訪問看護、
通所リハビリテーション　など

申請からサービス利用
までの期間が短縮

　総合事業のみを利用する場
合は、介護保険サービスに比
べ、短い期間で利用できるよ
うになります。

ポイント
2

サービスの組み合わせが
できる

　一人一人の生活の様子や身
体状況などに合わせたサービ
スを柔軟に組み合わせること
ができます。細やかな希望に
応える新しいサービスもでき
ました。

ポイント
1

すでに認定を受けている
人は、更新時期から

　現在、要支援１または要支
援２の認定を受けていて、訪
問介護と通所介護を利用して
いる人の総合事業への切り替
えは、４月１日以降の更新時
期となります。

ポイント
3

介護保険サービスが
新しく変わります
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団長　荒
あ ら

木
き

新
し ん

勝
か つ

平成 26年４月団長就任

副団長  佐
さ

野
の

木
き

成
し げ

俊
と し

菊池方面副隊長

副団長　永
な が

田
た

数
か ず

幸
ゆ き

旭志方面隊長

副団長　郷
ご う

　大
だ い

介
す け

旭志方面副隊長

副団長　髙
た か

木
き

正
ま さ

直
な お

泗水方面隊長

副団長　久
ひ さ

川
か わ

裕
ひ ろ

徳
の り

泗水方面副隊長

副団長　赤
あ か

星
ほ し

和
か ず

彦
ひ こ

七城方面隊長

副団長　佐
さ っ

々
さ

和
か ず

宣
の り

七城方面副隊長
副団長　永

な が

田
た

智
と も

久
ひ さ

菊池方面副隊長

分団 分団長 団員数 区　域

第１分団 川
か わ

口
ぐ ち

嘉
よ し

一
か ず 146 上町、中町、下町、切明、迎町、中央通、横町、立町、正院町、栄町、東、西正観寺、亘、築地、高野瀬、北原、立石、片角

堀切、稗方、遊蛇口、袈裟尾、玉祥寺
第２分団 岩

い わ

木
き

俊
しゅん

介
す け 76 松島、神鶴、柿木平、日向、中原、藤田、上木庭、下木庭

第３分団 茂
も

藤
と う

寛
ひ ろ

和
か ず 103 鍋倉、佐野、原細永、日生野、伊牟田、永山、伊野、杉生、木護、柏、戸城、鉾之甲、下組、長六、塚原、岩平

第４分団 冨
と み

田
た

貴
た か

幸
ゆ き 71 雪野、寺小野、染土、長野、龍門１、小木、鳳来、穴川

第５分団 阪
さ か

本
も と

修
しゅう

一
い ち 100 東迫間、西迫間、市野瀬、中野瀬、七坪、太田、戸豊水、大柿、平野、茂藤里、篠倉、伊倉、道園、金峰、

生味、立門、木佐木、滝黒仁田、古川
第６分団 笹

さ さ

本
も と

聖
せ い

一
い ち 120 辻、上西寺、中西寺、南古閑、北古閑、下西寺、神来、野間口、東原、深川、大琳寺、北宮、大塚、村田、上長田、下長田

第７分団 藤
ふ じ

﨑
さ き

博
ひ ろ

文
ふ み 123 上出田、下出田、広瀬、植古閑、木柑子、花房台、今、甲森北、乙森北、上古閑、上赤星、下赤星

第８分団 秋
あ き

岡
お か

秀
しゅう

一
い ち 79 山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、荒牧、台、瀬戸口、高田

第９分団 佐
さ っ

々
さ

　誠
まこと 112 甲佐町、新古閑、清水、宮園、菰入、間所、戸田島、田中、本村、加恵、五海、西郷、羽根木、蟹穴

第 10分団 杉
す ぎ

水
み ず

秀
ひ で

樹
き 79 岩瀬、前川、板井、梶迫、林原、元村、内島、打越、新村、小野崎、大尺、松島、上橋田、下橋田

第 11分団 水
み ず

上
か み

兼
け ん

司
し

郎
ろ う 144 津留、小原、高柳、湯舟、北桜ケ水、南桜ケ水、平、小川、姫井、楠原、九ノ峰、岩本、伊萩

第 12分団 芹
せ り

川
か わ

正
ま さ

直
な お 107 妻越、大迫、高永、伊坂、川上、川下、出分、あさひが丘、川辺南、片川瀬、尾足

第 13分団 平
ひ ら

山
や ま

　将
まさる 101 薬師、上高江、竹の下、福本二、福本一、田吹、富出分、田中、富、朝日団地、村吉、富の原中央、富の原台、

富の原東、富の原北、富の原一、富の原西
第 14分団 古

ふ る

荘
しょう

直
な お

樹
き 93 永出分、桜山一～九、富納、永、永南、南住吉、上住吉、北住吉、飛熊

第 15分団 岩
い わ

下
し た

洋
よ う

一
い ち 93 久米一、久米二、三万田、高江、高江出分、田島一、田島二、猪の目、岡、平野、井戸方、佐野、糠泉

本部機動隊・女性消防隊 75 市内全域
計 1,622

▼各分団

菊池市消防団幹部を紹介します
菊池市消防団は４月１日から新体制となりました。
荒木団長の下、「市民の生命、身体、財産をあらゆる災害か
ら守り自らの地域は自らで守る」を使命に力を尽くしてい
きます。
問い合わせ先　防災交通課　☎ 0968(25)7203

菊池消防団入団式を開催
　菊池市消防団の入団式は
４月 10 日、菊池市総合体
育館で行われ、103 人の消
防団員が誕生しました。
　荒木団長は「消防団員と
しての誇りを持ち、地域の
安全と安心を守るために活
躍されることを期待します」と訓示しました。

荒木団長から新入団員に辞令が交付
されました

防災力強化に向け新体制スタート

副団長  信
の ぶ

岡
お か

富
ふ

登
と

志
し

菊池方面隊長
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「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
「
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
運
営
」
に
取
り
組
み
ま
し
た

　　
第
二
次
行
政
改
革
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
菊
池
市
総

合
計
画
に
掲
げ
る
「
行
財
政
の
効
率
化
」
を

具
現
化
す
る
た
め
、
20
の
実
施
項
目
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
▼
民
営
化
や

民
間
委
託
と
い
っ
た
民
間
活
力
の
活
用
▼
職

員
数
の
適
正
化
▼
コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー
ビ
ス

の
一
部
導
入
▼
窓
口
開
庁
時
間
の
延
長
▼
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
▼
「
市
長
と
語
る
会
」
の
実
施
に
よ
る

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
─
─
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
単
年
度
の
財
政
効
果
は
、
合
計
で
約

４
億
１
１
０
０
万
円
と
な
る
な
ど
、
多
く
の

項
目
で
達
成
で
き
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
限
ら
れ
た
経

営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
安
定
的
・
継
続

的
か
つ
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

  

平
成
22
年
度
～
26
年
度

■
主
な
取
り
組
み
内
容

コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
上
下
水
道
料
金
の
コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
い
つ
で
も
支
払
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
庁
時
間
の
延
長
　
仕
事
帰
り
で
も
窓
口
業

務
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

し
ま
し
た
。

学
校
規
模
の
適
正
化
　
小
学
校
を
14
校
か
ら

10
校
に
統
廃
合
し
、
児
童
の
良
好
な
教
育
環

境
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

公
立
保
育
園
の
民
営
化
　
公
立
保
育
園
３
園

を
民
間
移
譲
し
、
多
種
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、
施
設
の

建
て
替
え
や
管
理
運
営
な
ど
の
コ
ス
ト
を
削

減
し
ま
し
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
　
２
園
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
民
間
移
譲
し
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
コ
ス

ト
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

組
織
体
制
の
見
直
し
と
定
員
管
理

　
平
成
22
年
度
当
初
の
職
員
数
５
２
２
人
か

ら
、
平
成
27
年
度
当
初
の
職
員
数
は
４
８
４

人
と
な
り
、38
人
の
職
員
を
削
減
し
ま
し
た
。

■
実
施
項
目
（
20
項
目
）

市
民
の
利
便
性
の
向
上

① 

税
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
② 

開
庁
時
間
の
延
長
・
休
日
開
庁

③
窓
口
業
務
改
善
の
推
進

④ 

各
種
業
務
の
電
子
申
請
の
活
用
と
電
子
化

の
検
討
推
進

行
政
の
透
明
化

⑤
財
政
状
況
の
公
表

⑥ 
市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り

⑦
広
報
広
聴
の
充
実

成
果
重
視
の
行
政
運
営

⑧
行
政
評
価
に
よ
る
総
合
計
画
の
進
捗
管
理

民
間
活
力
の
活
用

⑨ 

公
立
保
育
園
の
民
営
化
の
推
進

⑩
公
立
幼
稚
園
の
民
営
化
の
検
討

⑪
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
の
推
進

効
率
的
な
組
織
体
制

⑫
組
織
体
制
の
見
直
し
と
定
員
管
理

⑬
職
員
の
意
識
改
革
と
計
画
的
な
人
材
育
成

⑭ 

学
校
規
模
の
適
正
化

⑮
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
活
用

財
政
の
健
全
化

⑯
公
有
財
産
の
総
点
検

⑰ 

新
市
建
設
計
画
の
見
直
し

⑱ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
総
点
検

外
郭
団
体
の
見
直
し

⑲
第
３
セ
ク
タ
ー
見
直
し
方
針
の
推
進

⑳
土
地
開
発
公
社
の
見
直
し

■
実
施
項
目
別
の
達
成
状
況

▼
完
了
し
た
も
の
　
②
⑧
⑨
⑪
⑭
⑯

▼ 

目
標
は
達
成
し
た
が
、
さ
ら
に
推
進
す
る

も
の
　
①
⑤
⑦
⑩
⑫
⑬
⑮
⑰
⑱
⑲
⑳

▼ 

目
標
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
も
推

進
す
る
も
の
　
③
④
⑥

行
政
改
革
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

第
二
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱

問
企
画
振
興
課
　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０
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献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と
　
き
　
５
月
30
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
午
後
０
時
15
分
～
４
時

と
こ
ろ
　
菊
池
市
役
所
東
側
駐
車
場

（
移
設
倉
庫
前
）

内
　
容
　
４
０
０
ml
献
血

　
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
過
去
10
年
間
で

３
万
４
５
６
７
人
が
大
腸
が
ん
検
診

（
便
潜
血
検
査
）
を
受
診
し
て
お
り
、

59
例
の
大
腸
が
ん
、
６
５
３
例
の
大

腸
ポ
リ
ー
プ
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

症
状
が
な
い
う
ち
か
ら
毎
年
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
、
早
期
発
見
へ
の
近

道
で
す
。

　
便
潜
血
検
査
は
手
軽
に
で
き
る
検

査
で
す
。
市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら

自
宅
で
受
診
で
き
る
郵
送
健
診
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
仕
事
な
ど
で
検
診

を
受
け
る
機
会
が
無
い
人
、
時
間
の

無
い
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
５
月
は
平
成
28
年
度
の
複
合
健
診

の
申
込
月
で
す
。
５
月
中
旬
に
各
世

帯
毎
に
申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
自
分
の
健
康
に
つ
い

て
知
り
ま
し
ょ
う
。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

３
月
４
日
・
11
日
の
歯
科
健
診
の
結
果
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た
子
ど
も
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

岩い
わ

下し
た

幸ゆ
き

那な

　
（
○菊  

下
長
田
）

松ま
つ

永な
が

日ひ
な
た向

　
（
○菊  

花
房
台
）

外ほ
か

村む
ら

陽は
る

武ま

　
（
○菊  

菊
池
平
野
）

深ふ
か

田だ

琉る

生き

　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

中な
か

川が
わ

優ゆ
う

心な

　
（
○菊  

戸
豊
水
）

東ひ
が
し

　
稜り

く

翔と

　
（
○菊  

上
赤
星
）

信の
ぶ

岡お
か

秋し
ゅ
う

羽わ

　
（
○菊  

上
赤
星
）

中な
か

島し
ま

健け
ん

太た

　
（
○菊  

大
琳
寺
）

松ま
つ

本も
と

怜れ

奈な

　
（
○菊  

北
宮
）

中な
か

嶋し
ま

快か
い

晴せ
い

　
（
○菊  

立
石
）

前ま
え

島し
ま

　
心こ

こ
ろ

　
（
○菊  

立
石
）

中な
か

川が
わ

光こ
う

希き

　
（
○菊  

亘
）

木き

村む
ら

莉り

月つ
き

　
（
○七  

間
所
）

米こ
め

田だ

悠ゆ
う

人と

　
（
○七  

間
所
）

佐さ

藤と
う

莉り

緒お

菜な

（
○七  

流
川
）

栄さ
か
え

　
羽わ

奏か
な

　
（
○七  

宮
園
）

村む
ら

上か
み

煌こ
う

獅し

　
（
○七  

間
所
）

三み

池い
け

快か
い

士じ

　
（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

藤ふ
じ

原わ
ら

朔さ
く

也や

　
（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

清し

水み
ず

未み

来く

　
（
○旭  

伊
坂
）

坂さ
か

本も
と

　
咲さ

い
か

　
（
○旭  

川
上
）

荒あ
ら

木き

大だ
い

輔す
け

　
（
○泗  

永
）

松ま
つ

村む
ら

凜り
ん

加か

　
（
○泗  

永
出
分
）

石い
し

原は
ら

花か

鈴り
ん

　
（
○泗  

桜
山
二
）

板い
た

楠く
す

あ
か
り
（
○泗  

桜
山
六
）

雲く
も

田だ

彩さ

新に
い

　
（
○泗  

田
島
団
地
）

中な
か

尾お

律り
つ

騎き

　
（
○泗  

南
住
吉
）

梁や
な
ち池

優ゆ
う

翔は

　
（
○泗  

富
）

立た
て

山や
ま

あ
お
い
（
○泗  

富
の
原
一
）

上こ
う

妻づ
ま

哉か
な

翔と

　
（
○泗  

富
の
原
西
）

城じ
ょ
う

晃こ
う

太た

郎ろ
う

　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点
。

　
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

①
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き
②
甘
い
も
の
を
減

ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫
③
歯
の
質
を

強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な
フ
ッ
化

物
塗
布
が
重
要
で
す
。
家
族
ぐ
る
み

で
む
し
歯
予
防
に
取
り
組
み
、
健
康

な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
子
ど
も
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

この項目は大腸がん危険因子です。
当てはまることがあれば、大腸が
ん検診を受けましょう。

□ 40 歳以上である
□ お酒をよく飲む
□  野菜、果物をあまり食べ

ない
□ 肉類をよく食べる
□  便秘や下痢などお腹のトラ

ブルがよくある
□  この２年間、大腸がん検診

を受けていない
□  家族や親戚に大腸がんを

患った人がいる
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

健康だより

大
腸
が
ん
っ
て
？

日
本
人
に
急
増
中
！

　
動
物
性
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
や
食
物

繊
維
の
不
足
な
ど
が
影
響
し
、
日
本

人
に
急
速
に
増
え
て
い
る
の
が
大
腸

が
ん
で
す
。
50
歳
代
か
ら
増
え
始
め
、

60
～
70
歳
代
の
高
齢
者
に
発
症
し
や

す
く
、
男
女
差
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

　
最
大
の
要
因
は
食
生
活
の
欧
米
化

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
と
比
べ

て
肉
類
、
卵
、
乳
製
品
な
ど
、
脂
肪

分
や
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
が

増
え
る
一
方
、
腸
内
の
調
子
を
調
え

た
り
掃
除
を
し
た
り
す
る
役
目
を
果

す
食
物
繊
維
な
ど
の
摂
取
量
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
便
が
腸
内
に
長
時
間
と
ど
ま
る
と
、

そ
れ
だ
け
腸
内
の
粘
膜
に
発
が
ん
物

質
な
ど
が
接
す
る
時
間
も
長
く
な
り

ま
す
。
他
に
も
、
運
動
不
足
、
肥
満
、

飲
酒
な
ど
も
危
険
因
子
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

症
状
は
？

　
早
期
に
は
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

進
行
す
る
と
、
腹
痛
や
出
血
、
便
秘

や
下
痢
、
便
が
細
く
な
る
、
残
便
感

が
あ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現

れ
ま
す
。
排
便
時
の
出
血
で
異
常
に

気
付
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
肛
門
に
近
い
場
所
の
出
血
は
赤
く

鮮
明
で
す
が
、
遠
い
場
所
で
は
黒
っ

ぽ
く
変
色
し
ま
す
。
血
液
と
粘
液
が

混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
増
加
中
！

　　
以
前
は
多
か
っ
た
胃
が
ん
に
よ
る

死
亡
者
数
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対

し
、
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
女
性
で
は
大
腸

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
を
減

ら
す
に
は
１
年
に
１
回
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
早

め
に
見
つ
け
て
、
早
め
に
治
療
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
定
期
的

な
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）

で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

便
潜
血
検
査
っ
て
？

　
大
腸
が
ん
が
大
き
く
な
り
、
大
腸

が
ん
の
表
面
が
く
ず
れ
る
と
出
血
し
、

便
に
血
が
混
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
現
象
を
利
用
し
便
中
の
血
液
を

手
が
か
り
に
、
早
期
発
見
に
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
検
査
で
す
。
検
査
結

果
が
陽
性
（
血
液
量
が
一
定
量
以
上

混
じ
っ
て
い
る
）
に
な
っ
て
も
全
て

が
大
腸
が
ん
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
検
査
は
大
腸
の
精
密

検
査
を
受
け
た
方
が
よ
い
人
を
選
び

出
す
た
め
の
検
査
で
す
。

　
大
腸
が
ん
は
、
早
い
時
期
に
見
つ

け
て
治
療
す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
治

る
病
気
で
す
。
し
か
し
、
自
覚
症
状

が
出
に
く
い
の
で
、
知
ら
な
い
う
ち

に
進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

大腸がんの発生率は増加傾向にあり、がんによる
死亡数でも胃がんを抜いて第２位になりました。
大腸がんから大切な命を守るためには検診がとて
も有効です。今回は大腸がん検診について一緒に
考えてみましょう。

2013年がん部位別死亡者数グラフ （厚生労働省人口動態統計）　
全
国
で
２
０
１
３
年
に
が
ん
で

亡
く
な
っ
た
人
は
約
37
万
人
。
が
ん

部
位
別
死
亡
者
数
で
大
腸
が
ん
は
、

女
性
は
１
位
の
２
万
１
８
４
６
人
、

男
性
は
３
位
の
２
万
５
８
０
８
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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老
後
に
備
え
ま
す

　
65
歳
か
ら
一
生
涯
、
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
終
身
保
障
）

①
老
齢
基
礎
年
金
　

　
平
成
28
年
度
年
金
額

　
78
万
１
０
０
円
（
満
額
）

▼ 

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
（
４
８
０
月
）
の
全
期
間
保

険
料
を
納
め
た
人
は
、
65
歳
か
ら

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼ 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
最
低

25
年
（
３
０
０
月
）
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

▼ 

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年

金
額
は
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
の
未
納
期
間
は
年
金
額
の
対

象
期
間
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼ 

会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
）
だ
っ
た
人
に

は
、
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

　
病
気
や
け
が
で
障
が
い
を
負
っ
て

働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
「
障
害

基
礎
年
金
」
が
、
ま
た
、
万
一
本
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
残
さ
れ
た
配

偶
者
や
子
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
会
社
員
や
公
務
員
で
あ
る
と
き
の

障
が
い
や
死
亡
の
場
合
に
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
か
ら
も
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
さ
れ
て
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

② 

障
害
基
礎
年
金

　
平
成
28
年
度
年
金
額
（
定
額
）　

　
１
級
　
97
万
５
１
２
５
円

　
２
級
　
78
万
１
０
０
円

▼ 

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
け
が

で
障
害
等
級
表
（
１
級
・
２
級
）

に
よ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
間

は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

※ 

子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り

ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金

　
平
成
28
年
度
年
金
額
（
配
偶
者
）　

　
１
０
０
万
４
６
０
０
円

▼  

内
訳
　
基
本
額
　78
万
１
０
０
円

　
子
1
人
の
加
算
　
22
万
４
５
０
０
円

▼ 

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計

維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
・

夫
」ま
た
は「
子
」に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼ 

子
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
、

障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼ 

夫
ま
た
は
妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合

は
、
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が

あ
り
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
3
分
の

２
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料

が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死
亡

し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
届
け
出
が
必
要
で
す

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、
引

越
し
な
ど
で
住
所
や
年
金
の
受
取
先

金
融
機
関
を
変
更
す
る
と
き
や
、
婚

姻
な
ど
で
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
に

は
、
年
金
事
務
所
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド

が
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
住
所
変

更
の
届
け
出
は
原
則
不
要
で
す
。

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
（
月
額

1
万
６
２
６
０
円
）
に
加
え
て
付
加

保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
申
し
込
み
を
し
た
月

か
ら
の
加
入
と
な
り
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
付
加
年
金
の
年
金
額

　
２
０
０
円
×
付
加
年
金
納
付
月
数

◆
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
人

　
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
降
の

任
意
加
入
被
保
険
者
を
除
く
）
だ
け

が
加
入
し
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
な
た
の
一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

国
民
年
金
の「
付
加
年
金
」を

ご
存
知
で
す
か
？な

お
、
付
加
保
険
料
も
国
民
年
金
保

険
料
と
同
様
に
納
期
限
（
翌
月
末
）

か
ら
2
年
間
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※ 

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人

や
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
必
ず
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「学生納付特例制度」をご存知ですか？

国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課国 民 年 金 情 報

　学生納付特例制度は、学生が申請により保険料の納付が猶
予される制度です。この制度を利用することで、将来の年金
受給権の確保だけでなく、万一の事故などにより障がいを負
ったとき障害基礎年金の受給資格を確保できます。
■対象者
　大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校
などに在学する学生などで、学生納付特例を受けようとする
年度の前年の所得が基準以下の人、または失業などの理由が
ある人です。詳しくはお問い合わせください。
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投票所
選挙当日有権者数（人） 投票者総数（人） 投票率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第 1 勤労青少年ホーム 1,038 1,192 2,230 475 589 1,064 45.76 49.41 47.71 
第 2 ふれあい交流センター 690 775 1,465 422 486 908 61.16 62.71 61.98 
第 3 菊池市役所庁舎南側プレハブ 1,848 2,100 3,948 884 1,067 1,951 47.84 50.81 49.42 
第 4 文化会館小ホール 1,226 1,521 2,747 615 754 1,369 50.16 49.57 49.84 
第 5 河原体育館 558 631 1,189 324 369 693 58.06 58.48 58.28 
第 6 水源支館 436 453 889 239 228 467 54.82 50.33 52.53 
第 7 水迫里山の家 262 266 528 155 145 300 59.16 54.51 56.82 
第 8 龍門体育館 362 380 742 228 236 464 62.98 62.11 62.53 
第 9 迫間支館 533 599 1,132 320 341 661 60.04 56.93 58.39 
第 10 西部市民センター 1,293 1,364 2,657 602 714 1,316 46.56 52.35 49.53 
第 11 花房小学校体育館 721 812 1,533 399 468 867 55.34 57.64 56.56 
第 12 戸崎支館 622 775 1,397 335 416 751 53.86 53.68 53.76 
第 13 七城老人福祉センター 467 509 976 279 320 599 59.74 62.87 61.37 
第 14 七城公民館 605 664 1,269 356 390 746 58.84 58.73 58.79 
第 15 七城体育館 544 653 1,197 327 373 700 60.11 57.12 58.48 
第 16 リバーサイドパーク 470 520 990 255 300 555 54.26 57.69 56.06 
第 17 岩本公民館 455 477 932 309 306 615 67.91 64.15 65.99 
第 18 高柳集落センター 392 435 827 222 235 457 56.63 54.02 55.26 
第 19 旭志小学校体育館 534 598 1,132 290 332 622 54.31 55.52 54.95 
第 20 川辺コミュニティセンター 506 533 1,039 284 285 569 56.13 53.47 54.76 
第 21 泗水総合支所 1,520 1,715 3,235 808 949 1,757 53.16 55.34 54.31 
第 22 泗水東小学校体育館 896 984 1,880 428 483 911 47.77 49.09 48.46 
第 23 泗水西小学校体育館 722 794 1,516 402 455 857 55.68 57.30 56.53 
第 24 泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 1,558 1,686 3,244 661 778 1,439 42.43 46.14 44.36 
第 25 泗水第２体育館 981 1,009 1,990 400 434 834 40.77 43.01 41.91 

合　　計 19,239 21,445 40,684 10,019 11,453 21,472 52.08 53.41 52.78 

▼投票集計表

菊池市開票区

市民の選択、ここに決まる！

　任期満了に伴う熊本県知事選挙が３月 27日にあり、即時開票され蒲
か ば

島
し ま

郁
い く

夫
お

さんが当選しました。
　投票は同日午前７時から午後７時まで、市内 25カ所の投票所であり、開票
作業は午後８時 30分から菊池市総合体育館メインアリーナで行いました。
　菊池市開票区の開票結果、候補者別の得票数と投票所別の投票率は次のとお
りです。

開
票
結
果

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
☎（
25
）７
２
０
１

▼候補者別得票数
候補者名

（得票順・敬称略） 得票数（票）

かばしま　郁夫 16,340

幸山　政史 4,320

寺内　大介 707

▼投票率・投票数

投票率 52.78％

有効投票数（票） 21,367

無効投票数（票） 104

熊本県知事選挙
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新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
ホタルの季節です。ホタルに
ついて、図書館 ( 室 ) で調べ
てみませんか ?　　　 ホタル

耳より情報

泗水図書館
　東京抒情
　戦旗
　お坊さんがくれた拭いても拭いても涙がこぼれるお話
　冬の物語
　女性官僚という生き方
　100歳夫婦力! 二人で始めるピンピン・キラリ
　子どもの哲学
　幼い子は微笑む
中央公民館図書室
　大村智物語　ノーベル賞への歩み
　魔法のケーキ  焼くと3つの「層」ができる、不思議でおいしいお菓子
　絵本  母と暮せば
　闇医者おゑん秘録帖ー花冷えて
　作家ソノミの甘くない生活
　I LOVE スヌーピー　THE PEANUTS MOVIE 
　ゆきのんのんねこざかな
七城公民館図書室
　へろへろ
　岳飛伝 16
　傷物語
　しずくちゃん 26
旭志公民館図書室
　二重生活
　しつこい頭痛をぐんぐん解消させる! 最新治療と正しい知識
　すっきゃわん !
　こちょこちょさん

                        川
か わ

本
も と

三
さ ぶ

郎
ろ う

　著
 松

ま つ

永
な が

弘
ひ ろ

高
た か

　著
 浅

あ さ

田
だ

宗
そ う

一
い ち

郎
ろ う

　著
 イサク・ディネセン　著

 村
む ら

木
き

厚
あ つ

子
こ

　編
 本

も と

岡
お か

典
の り

子
こ

　著
 河

こ う

野
の

哲
て つ

也
や

 ほか　著
 長

お さ

田
だ

弘
ひろし

/ いせひでこ　 詩・絵

 馬
ば

場
ば

錬
れ ん

成
せ い

　著
荻
お ぎ

田
た

尚
ひ さ

子
こ

　著
山
や ま

田
だ

洋
よ う

次
じ

　文
あさのあつこ　著

群
む れ

ようこ　著
 ワダヒトミ　作

わたなべゆういち　作・絵

  鹿
か の

子
こ

裕
ひ ろ

文
ふ み

　著
 北

き た

方
か た

謙
け ん

三
ぞ う

　著
 西

に し

尾
お

維
い

新
し ん

　著
 ぎぼりつこ　作・絵

   小
こ

池
い け

真
ま

理
り

子
こ

　著
 清

し

水
み ず

俊
と し

彦
ひ こ

　監修 
 エド・ボクソール　作・絵

 おーなり由
ゆ う

子
こ

　文

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

▼泗水図書館
・第２・４土曜日　午前11時～
　しすいっ子童話会のおはなし会
・第４金曜日　午前11時～
　おはなしの部屋（赤ちゃんのおはなし会）
▼中央公民館図書室
・第１・５土曜日　午前10時30分～　中央おはなし会
・第２・４土曜日　午前10時30分～　きくちおはなしのもり

「桜の里菊池」メッセージ絵本完成!
　世界に一つしかない桜の形をしたすてきな絵本を作り
ました。

▼七城公民館図書室
・第３土曜日　午後２時～　おはなし会
▼旭志公民館図書室
・第３土曜日　午後1時30分～　おはなし会

桜の絵本がたくさん咲きました !

いろんな企画や展示を用意しています。みんな来てね!

と　き　5月7日㈯ •8㈰  午前10時～
ところ　泗水図書館　

午前10時～正午

午前10時～

午後1時～2時

午前11時～正午

午前10時～

五・七・五音の言葉を集めて俳句を作ろう! 
図書館の周りを歩いて言葉のスケッチをします!

絵本のよみきかせ・エプロンシアター　他

図書館で利用しなくなった本を無料配布します。
※無くなり次第終了します。

ドキドキマジック・おはなし会　他

司書ってどんな仕事をするの? 体験してみよう!

俳句ワークショップ

リサイクル図書無料配布

おなはし会

子どもが主役!?のオンステージ

なりきり司書体験

7日㈯

8日㈰

7日㈯•8日㈰

今年の標語は「四角い本に まあるい心」です。

4月23日㈯～5月12日㈭は
「こどもの読書週間」です。

子ども読書フェスティバル
泗水図書館

※地震の影響で内容を変更する可能性があります
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万
句
の
里
俳
句
会
　
3
月
句
会

山
頂
は
残
雪
の
あ
り
阿
蘇
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
公
枝

蜷
の
道
そ
れ
ぞ
れ
思
案
あ
る
ご
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隈
部
　
輝
子

家
解
け
て
ぺ
ん
ぺ
ん
草
の
地
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
妙
子

雲
去
り
て
静
か
に
あ
か
す
雪
の
峰
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
邦
子

芽
柳
の
風
に
揺
れ
合
ひ
も
つ
れ
合
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
雅
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
3
月
例
会

句
の
友
の
遺
品
懐
し
む
春
ひ
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
靜
子

春
風
や
今
日
は
バ
ア
バ
の
大
背
伸
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本
　
和
子

卒
園
児
は
や
少
年
の
貌か

お

を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
邦
治

片
側
の
靴
下
探
す
春
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁
　
義
昭

黄
の
息
吐
く
菜
の
花
連れ

ん

翹ぎ
ょ
う

風
の
中
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会
3
月
詠
草

老
眼
鏡
押
し
あ
げ
て
見
る
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
　
蓉
子

ふ
り
か
え
る
記
憶
お
ぼ
ろ
に
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷
　
ミ
ネ

冠
雪
の
鞍
岳
や
さ
し
富
士
に
似
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

受
験
の
子
気
遣
う
夜
半
の
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
3
月
例
会

暇
ん
な
か
　
体
が
二
つ
い
る
ご
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
崎
　
海
美

暇
ん
な
か
　
卒
業
式
の
３
つ
あ
り
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上
　
美
由

早
合
点
　
好
き
て
言
わ
し
た
ご
た
っ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手
　
水
光

暇
で
よ
か
　
銭
の
有
る
な
ら
ま
あ
だ
よ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
　
紅
彩

早
合
点
　
悔
や
み
に
い
た
り
ゃ
生
き
と
ら

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈
　
好
茶

七
城
短
歌
会
　
3
月
詠
草

越
し
ゆ
き
し
幼
子
く
る
ぶ
き
後
ろ
手
に
ふ

り
向
き
ざ
ま
に
我
に
笑
み
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
　
精

寒
風
に
晒
さ
る
市
営
サ
ッ
カ
ー
場
応
援
の

孫
マ
フ
ラ
ー
借
り
に
来
し
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
カ
ツ
子

咲
き
盛
る
梅
が
寄
せ
し
か
雀
五
羽
和
み
飛

び
交
う
五
福
に
あ
や
か
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
　
晴
美

見
せ
ば
や
な
川
に
戯
む
る
鴨
群
れ
の
立
つ

る
飛
沫
の
き
ら
め
く
花
を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方
　
寛
子

草
抜
く
に
や
や
飽
き
手
休
む
目
の
前
を
ひ

ば
り
が
狂
喜
の
求
愛
ダ
ン
ス
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方
　
正
俊

「
里
」短
歌
会
　
3
月
詠
草

旅
の
日
に
貴
方
と
求
め
た
セ
ン
サ
ー
の
小

鳥
は
今
も
二
羽
で
囀
る
　
　
山
城
　
雅
子

淵
上
毛
錢
の
臥
し
た
る
窓
は
地
の
見
え
ず

空
ゆ
く
も
の
と
輝
く
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
淑
子

父ち
ち

母は
は

に
想
い
の
す
べ
て
残
せ
ず
に
知
覧
の

空
に
消
え
た
る
学
徒
　
　
　
桑
野
　
睦
子

掘
り
返
す
土
塊
に
こ
も
る
温
も
り
に
エ
ン

ド
ウ
播
き
て
芽
生
え
を
待
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
　
敦
子

隣
家
の
雪
柳
咲
き
揺
れ
る
音
ベ
ー
ジ
ュ
の

カ
ー
テ
ン
閉
め
ら
れ
た
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
頭
　
桂
子

高
齢
者
大
学
文
芸
部
　
3
月
歌
会

冬
庭
に
空
よ
り
の
便
り
届
き
来
て
春
告
げ

鳥
の
声
の
明
る
し
　
　
　
　
岩
木
タ
エ
子

玄
関
の
近
き
に
咲
き
し
沈
丁
花
あ
ま
き
香

り
を
周
囲
に
放
つ
　
　
　
　
安
東
　
綾
子

春
寒
の
庭
に
出
づ
る
と
香
の
し
る
く
濃
き

紫
の
沈
丁
花
咲
く
　
　
　
　
田
中
　
遙
子

庭
畑
の
伸
び
行
く
野
菜
楽
し
み
て
あ
し
た

に
繋
ぐ
一
人
の
暮
ら
し
　
　
中
原
　
光
子

千
秋
楽
取
り
組
む
力
士
に
見
入
る
わ
れ
戦

わ
ず
し
て
肩
の
凝
る
と
は
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
弘
子

菊
池
短
歌
会
　
4
月
詠
草

サ
ン
イ
チ
イ
チ
月
日
は
流
れ
重
な
れ
ど
失

く
し
て
分
か
る
た
い
せ
つ
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
　
幸
臣

村
の
み
せ
閉
店
に
な
り
所
在
な
げ
に
少
し

傾
き
ポ
ス
ト
が
立
て
り
　
　
安
藤
　
則
子

夕
ぐ
れ
の
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
誰
も
彼
も
己
の

ゴ
ー
ル
へ
目
ざ
し
て
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
永
　
典
子

Ｒ
と
Ｌ
言
へ
な
い
聞
け
な
い
吾わ

の
英
語
何

度
習
ひ
て
も
上
手
に
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
　
勝
士

日
脚
伸
ぶ
春
の
夕
べ
を
さ
や
さ
や
と
草
萌

の
河
岸
に
吹
く
風
の
波
　
　
中
川
　
愛
子
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身近な風景自慢　フォトコンテスト
期　間　５月 24 日㈫ ～６月６日㈪
　応募作品 55 点の写真をすべて展示します。
ぜひご覧ください。

　地震の影響に伴い５月１日㈰～ 22 日㈰は作品の展示を
行いません。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
青山昌充鉄道写真展「しょうえん」青山昌充　　
期　間　～５月８日㈰
　「青ガエル」「ＳＬ人吉」など鉄道写真の傑作を 30 点展示。
四季多彩な作者の小宇宙にご招待します。

SKY STREAM　第 44 回航空写真展　　
期　間　５月 10 日㈫ ～ 29 日㈰
　会員 11 人（代表：井上賢一郎）が熊本空港などでさま
ざまな角度から撮影した作品 26 点を展示。飛行機ファン
や写真愛好家の人には楽しめる内容となっています。

【まちかど資料館企画展】
菊池十八外城展
期　間　～５月８日㈰
　菊池十八外城は四方に城塞を配置して連携をなし、守備
を固めました。この企画では時代の動きと外城の役割を紹
介します。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、
Ｇ

Ｔ
）
と
は
、
そ
の
発
祥
で
あ
る
欧
州
で

は
「
都
市
の
人
が
農
村
に
長
期
滞
在
し

て
の
ん
び
り
と
過
ご
す
」
と
い
う
も
の
。

し
か
し
、
日
本
で
は
導
入
さ
れ
た
経
緯

や
、
労
働
環
境
な
ど
か
ら
、
少
し
違
っ

た
意
味
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
90
年
代
、
農
林
水
産
省
の
提
唱
に

よ
っ
て
、
都
市
と
山
村
の
交
流
を
進
め

る
政
策
的
な
Ｇ
Ｔ
の
概
念
が
広
く
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
農
山

漁
村
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
と
そ
の
活

用
」
が
日
本
型
の
Ｇ
Ｔ
。
つ
ま
り
Ｇ
Ｔ

は
「
地
域
づ
く
り
」
と
も
言
え
る
わ
け

で
す
。

　
農
産
物
直
売
所
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

農
家
民
泊
、
農
業
・
農
村
体
験
（
市
民

農
園
、
田
植
え
・
乳
搾
り
な
ど
）、
学

校
教
育
に
お
け
る
農
業
と
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
、
Ｇ
Ｔ
の
取
り
組
み
は
実
に
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　
本
市
で
も
農
家
民
泊
や
フ
ッ
ト
パ
ス

な
ど
Ｇ
Ｔ
の
推
進
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
は
、
菊
池
の
緑
豊
か
な

自
然
や
文
化
、
人
々
と
の
交
流
な
ど
菊

池
の
身
近
な
魅

力
を
見
直
す
こ

と
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇49

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

世
界
で
唯
一「
数
え
歳
」
を
使
う
国
、

韓
国

　
韓
国
は
現
在
、
世
界
で
唯
一
「
数
え

歳
」
を
日
常
的
に
使
う
国
で
あ
る
。
中

国
に
由
来
し
、
日
本
で
も
使
わ
れ
て
い

た
こ
の
方
法
と
は
、
生
ま
れ
た
と
同
時

に
１
歳
に
な
り
、
以
降
元
日
を
迎
え
る

ご
と
に
１
歳
ず
つ
加
え
る
。
例
え
ば
12

月
31
日
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
生

ま
れ
た
瞬
間
に
１
歳
で
、
翌
日
の
元
日

に
は
２
歳
と
な
る
。
し
か
し
１
日
違
い

の
１
月
１
日
に
生
ま
れ
た
場
合
は
、
２

歳
に
な
る
の
は
翌
年
の
１
月
１
日
で
あ

る
。
１
日
違
い
で
生
ま
れ
た
の
に
年
齢

で
は
ほ
ぼ
１
年
の
差
が
生
じ
る
。
ち
な

み
に
韓
国
で
も
誕
生
日
を
祝
う
習
慣
は

あ
る
が
、
誕
生
日
に
年
齢
の
加
算
は
無

い
。
あ
く
ま
で
正
月
で
あ
る
。   

　「
数
え
歳
」
に
は
い
く
つ
か
の
説
が

あ
る
。
漢
字
文
化
圏
で
は
０
の
概
念
が

な
か
っ
た
た
め
、
始
ま
り
を
１
か
ら
に

し
た
と
い
う
説
や
、
人
間
尊
重
思
想
に

基
づ
き
、
お
腹
の
中
の
胎
児
も
大
切
な

命
な
の
で
、
胎
児
の
時
期
か
ら
数
え
だ

し
た
と
い
う
説
な
ど
あ
る
が
明
確
で
は

な
い
。

　
現
在
の
問
題
は
、「
数
え
歳
」
に

よ
る
社
会
的
混
乱
が
少
な
く
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
。
韓
国
の
民
法
は
、

１
９
６
２
年
か
ら
法
的
に
「
満
年
齢
」

を
基
準
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
明
示

し
て
い
る
。
公
文
書
や
条
文
、
メ
デ
ィ

ア
の
記
事
で
も
「
満
年
齢
」
を
使
う
が
、

日
常
生
活
で
は
慣
習
的
に
韓
国
式
数
え

歳
を
使
う
の
で
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
る
。
特
定
の
人
物
の
正
確
な
年
齢
が

曖
昧
だ
っ
た
り
、
海
外
で
は
、
各
種
公

文
書
に
年
齢
を
間
違
っ
て
記
載
す
る
こ

と
も
多
い
。
そ
れ
で
も
韓
国
で
「
満
年

齢
」
が
定
着
し
な
い
理
由
と
し
て
、
年

齢
で
上
下
や
順
番
を
決
め
た
が
る
文
化

が
あ
る
。
少
し
で
も
年
齢
を
高
く
し
相

手
よ
り
も
優
位
に
立
と
う
と
す
る
心
理

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
生
産

性
を
落
と
し
、
人
間
関
係
に
も
悪
影
響

を
与
え
る
。

　
ジ
ョ
・
ヒ
ョ
ン
ヨ
ン
慶
熙
大
教
授
は

「
昔
は
友
人
間
で
年
齢
は
あ
ま
り
重
要

で
は
な
か
っ
た
が
、
今
は
学
年
の
問
題

な
ど
が
あ
り
複
雑
に
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
。
誕
生
日
は
近
い
の
に
先
輩
後
輩

の
関
係
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
人

に
会
っ
た
り
、
友
人
を
つ
く
っ
た
り
す

る
の
に
年
齢
が
障
害
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　
お
互
い
に
対
す
る
敬
意
や
気
遣
い
と

い
う
も
の
は
、
年
齢
で
決
ま
る
も
の
で

も
要
求
し
強
制
す
る
も
の
で
も
無
い
と

思
う
。

フットパス
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問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

66　「
菊
池
遺
産
を
巡
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
新
し
い
２
０
１
６
菊
池
遺
産
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
（
登
録
件
数
１
４
６
件
・

A
4
判
・
カ
ラ
ー
22
ペ
ー
ジ
）
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
菊
池
に
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
伝
統

文
化
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
「
宝
物
」

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
菊
池

遺
産
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
そ
れ
ら

の
宝
物
（
菊
池
遺
産
）
を
巡
る
散
策

コ
ー
ス
の
紹
介
や
動
画
に
よ
る
遺
産

説
明
な
ど
を
掲
載
。
よ
り
多
く
の
人

に
分
か
り
や
す
く
ご
覧
頂
け
る
よ
う

中
身
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
役
所
本
庁
、

各
総
合
支
所
、
菊
池
夢
美
術
館
な
ど

に
配
置
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

菊
池
遺
産
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成

　
３
月
11
日
に
第
７
回
菊
池
遺
産
認

定
証
交
付
式
を
開
催
し
、
推
薦
団
体

に
対
し
認
定
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
、
13
団
体
か
ら
24

件
の
推
薦
が
あ
り
、
菊
池
遺
産
認
定

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

24
件
全
て
が
新
た
に
菊
池
遺
産
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
菊
池
遺
産
認
定
制
度
は
、
菊
池
の

自
然
や
伝
統
的
な
文
化
な
ど
、
地
域

で
大
切
に
し
て
き
た
宝
物
を
「
菊
池

遺
産
」
と
し
て
認
定
し
、
そ
の
保
全

や
活
用
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　
式
で
は
、
推
薦
団
体
を
代
表
し
て

福
本
一
区
の
村む

ら

木き

茂し
げ
る

さ
ん
が
こ
れ
ま

で
区
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
元
の
歴

史
遺
産
の
活
用
に
つ
い
て
、
実
例
を

交
え
て
話
し
ま
し
た
。

第
７
回
菊
池
遺
産
認
定
証
交
付
式

第７回菊池遺産認定証交付式

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

　
私
が
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
十
数
年

前
の
こ
と
で
す
。
不
登
校
気
味
に
な
っ

て
い
る
姉
妹
が
登
校
時
間
を
過
ぎ
て
も

連
絡
が
つ
か
な
い
の
で
、
様
子
を
見
に

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
姉
妹
は
、
小
学
校
５
年
生
と
４

年
生
で
す
が
、
父
親
と
3
人
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
仕
事
に
出

掛
け
、
子
ど
も
た
ち
は
、
朝
ご
飯
を
食

べ
、
登
校
の
支
度
を
し
て
い
る
途
中
で

し
た
。

　
2
人
を
私
の
車
に
乗
せ
、
学
校
に
向

か
う
途
中
、
妹
に
「
図
工
で
使
う
牛
乳

パ
ッ
ク
、
持
っ
て
き
た
」
と
尋
ね
る
と

「
持
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
」
と
返
っ
て

き
ま
し
た
。「
ち
ゃ
ん
と
用
意
せ
ん
と
、

授
業
で
困
る
よ
」
と
、
つ
い
た
し
な
め

の
言
葉
が
出
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

姉
の
言
葉
に
、
私
は
何
も
言
え
な
く
な

り
ま
す
。「
だ
っ
て
、
牛
乳
を
買
う
お

金
が
あ
り
ま
せ
ん
」だ
っ
た
か
ら
で
す
。

外
側
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
厳
し
い
家

庭
生
活
が
、
私
に
も
う
か
が
え
た
瞬
間

で
し
た
。

　
姉
妹
と
も
活
発
で
、
元
気
な
明
る
い

笑
い
声
を
よ
く
教
室
に
響
か
せ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
学
校
に
遅
れ
て
登
校

す
る
姉
妹
の
気
持
ち
を
軽
く
引
き
立
て

る
つ
も
り
で「
い
つ
も
笑
顔
で
い
い
ね
」

と
、
声
を
か
け
ま
し
た
。
姉
か
ら
は
、

問
い
合
わ
せ
先
　
人
権
啓
発
課
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２
０
９
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「
子
ど
も
の
笑
顔
と
貧
困
」　
　
　
　
　
　
　
地
域
人
権
教
育
指
導
員
　
林は

や
し

　
紀の

り

行ゆ
き

「
笑
っ
て
お
か
ん
と
、
き
つ
く
な
る
と

ば
い
」
と
の
即
答
で
す
。
私
の
お
愛
想

は
、軽
く
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
、
ひ
と
り
親
家
庭
は
も
と
よ
り
、

両
親
そ
ろ
っ
た
家
庭
で
も
子
ど
も
の
貧

困
状
況
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
も
対
策

を
推
進
し
、
菊
池
市
内
で
も
子
ど
も
の

居
場
所
つ
く
り
、
学
習
支
援
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
親
だ
け
の
努
力
で
は
解
決
で
き
な
い

困
難
が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
っ

て
い
ま
す
。
行
政
か
ら
の
支
援
活
動
に

関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
積
極
的
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
見
守
り
で
、

子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
社
会

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
菊
池
市
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
相
談
員
が

伺
い
、
一
緒
に
解
決
策
を
探
し
て
い
き

ま
す
。
家
族
な
ど
周
り
の
人
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。

相
談
内
容

・
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い

・
病
気
で
働
け
な
い

・
医
療
費
や
家
賃
な
ど
が
支
払
え
な
い

・ 

多
重
債
務
が
あ
る

・
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

・
社
会
に
出
る
の
が
恐
い

　
就
労
支
援
・
家
計
相
談
支
援
・
住
居

確
保
給
付
金
な
ど
の
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
機
関
と
も
連
携
し
て
皆
さ
ん

の
生
活
を
総
合
的
に
応
援
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ん
で
い
る
人
、
ど
こ
に
相

談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
、
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ

　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
菊
池
市
く
ら

し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
課
内

10
番
窓
口
）

問
い
合
わ
せ
先
　
菊
池
市
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

　
☎（
25
）１
４
１
１

平成 24 年には 16.3㌫と過去最悪。17 歳以下の子
ども６人に１人、約 300 万人が貧困状態にある

こどもの貧困率（厚生労働省調査）
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員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
総
務
審

議
員
兼
総
務
係
長
　
原は

ら

田だ

景け
い

子こ

（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
学
校
教
育
課
総
務
審
議
員
兼
泗
水

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
　
水み

ず

上か
み

孝た
か

道み
ち

（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水
分
室
課
長

補
佐
兼
教
育
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
泗
水
幼
稚
園
副
園
長
（
総
務
審

議
員
）
井い

の

本も
と

か
お
る
（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
泗
水
幼
稚
園
副
園
長
（
課
長
補

佐
））
▼
教
育
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯

学
習
課
総
務
審
議
員
兼
菊
池
市
中
央
公
民

館
長
　
山や

ま

口ぐ
ち

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
市
民
環
境
部
税
務

課
課
長
補
佐
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
生
涯
学
習
課
総
務
審
議
員
兼
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
準
備
室
長
　
安や

す

永な
が

秀ひ
で

樹き

（
政

策
企
画
部
市
長
公
室
課
長
補
佐
兼
広
報
交

流
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

生
涯
学
習
課
図
書
館
専
門
員
（
総
務
審
議

員
）　
福ふ

く

吉よ
し

里り

加か

子こ

（
任
期
付
職
員
）
▼

教
育
員
会
事
務
局
教
育
部
社
会
体
育
課
総

務
審
議
員
　
吉よ

し

田だ

武た
け
る（
建
設
部
下
水
道
課

課
長
補
佐
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

部
旭
志
分
室
長
（
総
務
審
議
員
）
兼
旭
志

公
民
館
長
　
松ま

つ

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
建
設
部
都

市
整
備
課
課
長
補
佐
）

■
課
長
補
佐
級
　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公

室
課
長
補
佐
　
有あ

り

山や
ま

千ち

香か

（
政
策
企
画
部

市
長
公
室
秘
書
係
長
）
▼
政
策
企
画
部
企

画
振
興
課
課
長
補
佐
兼
集
落
・
定
住
支
援

室
長
　
村む

ら

田た

義よ
し

喜き

（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
社
会
体
育
課
課
長
補
佐
）
▼
総
務

部
総
務
課
課
長
補
佐
兼
臨
時
福
祉
給
付
金

推
進
室
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次

長
　
宇う

野の

木き

洋よ
う

一い
ち

（
監
査
委
員
事
務
局
課

長
補
佐
）
▼
総
務
部
財
政
課
課
長
補
佐
　

安や
す

武た
け

睦む
つ

夫お

（
総
務
部
財
政
課
課
長
補
佐
兼

入
札
管
財
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課

課
長
補
佐
兼
市
民
年
金
係
長
　
髙た

か

島し
ま

英え
い

輔す
け

（
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
年
金
係
長
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
課
長
補
佐
兼
徴
税

係
長
　
宇う

野の

木き

浩こ
う

二じ

（
市
民
環
境
部
税
務

課
徴
税
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
環
境
課
課

長
補
佐
　
財ざ

い

津つ

裕ゆ
う

一い
ち

（
市
民
環
境
部
環
境

課
廃
棄
物
対
策
係
長
）
▼
経
済
部
農
政
課

課
長
補
佐
　
山や

ま

口ぐ
ち

和か
ず

浩ひ
ろ

（
経
済
部
農
政
課

農
政
係
長
）
▼
建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐

久ひ
さ

川か
わ

知と
も

己き

（
建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐
兼

工
務
係
長
）
▼
七
城
総
合
支
所
総
務
民
生

課
課
長
補
佐
兼
衛
生
福
祉
係
長
　
丸ま

る

山や
ま

宏ひ
ろ

美み

（
七
城
総
合
支
所
総
務
民
生
課
衛
生
福

祉
係
長
）
▼
泗
水
総
合
支
所
総
務
民
生
課

課
長
補
佐
兼
衛
生
福
祉
係
長
　
相そ

う

馬ま

和か
ず

代よ

（
泗
水
総
合
支
所
総
務
民
生
課
衛
生
福
祉

係
長
）
▼
泗
水
総
合
支
所
産
業
建
設
課
課

長
補
佐
兼
建
設
係
長
　
中な

か

原は
ら

親ち
か

弘ひ
ろ

（
泗
水

総
合
支
所
産
業
建
設
課
建
設
係
長
）
▼
会

計
管
理
者
会
計
課
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

笹さ
さ

原は
ら

智ち

惠え

（
会
計
管
理
者
会
計
課
会
計
係

長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯

学
習
課
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
　
村む

ら

上か
み

美み

智ち

子こ

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）
▼
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
旭
志
分
室
課
長
補
佐

兼
教
育
係
長
　
坂さ

か

田た

厚あ
つ

子こ

（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
旭
志
分
室
教
育
係
長
）

■
係
長
級

▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
秘
書
係
長
（
政

策
調
整
担
当
）　
松ま

つ

永な
が

哲て
つ

也や

（
政
策
企
画

部
企
画
振
興
課
企
画
係
長
）
▼
政
策
企
画

部
市
長
公
室
広
報
交
流
係
長
　
冨と

み

田た

信の
ぶ

幸ゆ
き

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
秘
書
係
長
）
▼

政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
企
画
係
長
　
上う

え

野の

重し
げ

智と
も（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
参
事
）

▼
総
務
部
財
政
課
入
札
管
財
係
長
　
森も

り

誠せ
い

一い
ち

郎ろ
う

（
総
務
部
総
務
課
参
事
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
参
事
）
▼
市
民
環
境
部
環

境
課
廃
棄
物
対
策
係
長
　
請う

け

野の

貞さ
だ

昭あ
き

（
水

道
局
水
道
課
簡
易
水
道
係
長
）
▼
健
康
福

祉
部
花
房
保
育
園
副
園
長
（
係
長
級
）　

岩い
わ

下し
た

三み

和わ

（
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園
参

事
）
▼
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
つ
ま
ご
め
荘
係
長
　
丸ま

る

山や
ま

隆た
か

司し

（
健
康

福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め

荘
参
事
）
▼
経
済
部
農
政
課
農
政
係
長

　
岩い

わ

永な
が

俊し
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
経
済
部
農
政
課
参
事
）

▼
経
済
部
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
長
　

笹さ
さ

本も
と

聖せ
い

一い
ち

（
経
済
部
商
工
観
光
課
参
事
）

▼
建
設
部
土
木
課
工
務
係
長
　
德と

く

永な
が

光み
つ

則の
り

（
泗
水
総
合
支
所
産
業
建
設
課
参
事
）
▼

建
設
部
都
市
整
備
課
住
宅
係
長
　
西に

し

本も
と

和か
ず

博ひ
ろ

（
総
務
部
総
務
課
付
係
長
（
菊
池
広
域

連
合
事
務
局
派
遣
））
▼
旭
志
総
合
支
所

総
務
民
生
課
総
務
振
興
係
長
　
髙た

か

木き

智と
も

生お

（
経
済
部
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
長
）

▼
泗
水
総
合
支
所
総
務
民
生
課
総
務
振
興

係
長
　
原は

ら

田だ

信の
ぶ

広ゆ
き

（
泗
水
総
合
支
所
総
務

民
生
課
市
民
税
務
係
長
）
▼
泗
水
総
合
支

所
総
務
民
生
課
市
民
税
務
係
長
　
外ほ

か

城じ
ょ
う

賢け
ん

一い
ち（
泗
水
総
合
支
所
総
務
民
生
課
参
事
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習

課
菊
池
市
中
央
公
民
館
公
民
館
係
長
　
德と

く

永な
が

雅ま
さ

彦ひ
こ

（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
係
長
）

問
総
務
課
職
員
係
　
☎（
25
）７
２
０
４

介護予防ミニ講座
誤
ご
嚥
えん
性肺炎を予防しましょう

　誤嚥性肺炎とは、口の中の細菌が、唾液や胃液
と共に肺に流れ込んで発症する肺炎です。高齢者
の肺炎の 70% がこの肺炎ともいわれ、命に関わ
ることもあります。

■誤嚥性肺炎予防のために大切なこと
・ 歯磨きと入れ歯の手入れをして口内を清潔に保つ
・ 食後に２時間ほど座って体を起こしておき、胃

液の逆流を防ぐ
・食事の前に「パタカラ発声体操」をして飲み込
　む力をつける

■パタカラ発声体操
パパパ　パパパ　パパパ　パパパ
タタタ　タタタ　タタタ　タタタ
カカカ　カカカ　カカカ　カカカ
ラララ　ラララ　ラララ　ラララ
パタカ　パタカ　パタカ　パタカ
パタカラ　パタカラ
パタカラ　パタカラ

問高齢支援課地域包括支援係
　☎ (25)7216

食前に3回、ハッキリとリズミカルに!!

19 182016 May広報きくち2016 May広報きくち

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

（
　
）
は
前
職
。

■
部
長
級
　
▼
政
策
企
画
部
長
　
坂さ

か

口ぐ
ち

啓け
い

介す
け

（
熊
本
県
か
ら
の
派
遣
）
▼
総
務
部
長

小お

川が
わ

秀ひ
で

臣お
み

（
政
策
企
画
部
長
）
▼
経
済
部

長
　
松ま

つ

岡お
か

千ち

利と
し

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

長
　
大お

お

山や
ま

堅け
ん

四し

郎ろ
う

（
政
策
企
画
部
次
長
兼

企
画
振
興
課
長
）

■
次
長
級
　
▼
総
務
部
首
席
審
議
員
兼
庁

舎
整
備
課
長
　
谷た

に

田だ

修お
さ
む（
庁
舎
整
備
課
長
）

▼
旭
志
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）　
野の

口ぐ
ち

進し
ん

也や

（
旭
志
総
合
支
所
産
業
建
設
課
長
）

▼
泗
水
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）　
山や

ま

本も
と

幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学

校
教
育
課
長
）
▼
水
道
局
長
（
次
長
級
）

兼
水
道
課
長
　
古ふ

る

田た

浩ひ
ろ

敏と
し

（
総
務
部
防
災

交
通
課
長
）▼
議
会
事
務
局
長（
次
長
級
）

德と
く

永な
が

裕ゆ
う

治じ

（
議
会
事
務
局
課
長
）
▼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
（
次
長
級
）　
上う

え

田だ

讓じ
ょ
う

二じ

（
泗
水
総
合
支
所
長
（
次
長
級
））

■
課
長
級
　
▼
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課

長
　
泉い

ず
み

大だ
い

助す
け

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
総

務
審
議
員
（
政
策
調
整
担
当
））
▼
総
務

部
総
務
課
付
課
長
（
菊
池
養
生
園
保
健
組

合
派
遣
）　
木き

の

下し
た

徳の
り

幸ゆ
き

（
総
務
部
総
務
課

付
総
務
審
議
員
（
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

派
遣
））
▼
総
務
部
防
災
対
策
課
長
　
岩い

わ

根ね

卓た
く

士し

（
総
務
部
総
務
課
総
務
審
議
員
兼

臨
時
福
祉
給
付
金
推
進
室
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
次
長
）
▼
総
務
部
男
女
共

同
参
画
推
進
課
長
　
山や

ま

本も
と

美み

千ち

代よ

（
泗
水

総
合
支
所
総
務
民
生
課
総
務
審
議
員
兼
総

務
振
興
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
地
籍
調
査

課
長
　
田た

嶌し
ま

晴は
る

雄お

（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
生
涯
学
習
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
長
兼
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

長
　
水み

ず

上か
み

望の
ぞ
む（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
長
）
▼
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
長

（
課
長
級
）　
木き

村む
ら

美み

智ち

子こ

（
健
康
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭

支
援
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園

長
（
課
長
級
）　
井い

手で

和か
ず

子こ

（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
課
長
補
佐

兼
泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
健
康

福
祉
部
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
（
課
長
級
）　
宮み

や

村む
ら

恵え

美み

　（
健
康

福
祉
部
高
齢
支
援
課
総
務
審
議
員
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
健
康
福
祉
部

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
施
設

長
（
課
長
級
）　
坂さ

か

田た

孝た
か

浩ひ
ろ

（
市
民
環
境

部
環
境
課
総
務
審
議
員
）
▼
経
済
部
農
林

整
備
課
長
　
中な

か

川が
わ

正ま
さ

己み

（
市
民
環
境
部
地

籍
調
査
課
長
）
▼
経
済
部
商
工
観
光
課
長

職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）
係
長
級
以
上

兼
企
業
誘
致
室
長
　
笹さ

さ

本も
と

義よ
し

臣お
み

（
経
済
部

農
政
課
総
務
審
議
員
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

長
）▼
建
設
部
土
木
課
長
　
松ま

つ

永な
が

英ひ
で

昭あ
き（
七

城
総
合
支
所
総
務
民
生
課
長
）
▼
建
設
部

都
市
整
備
課
都
市
政
策
監
（
課
長
級
）
兼

都
市
整
備
係
長
　
堀ほ

り

内う
ち

一か
ず

幸ゆ
き

（
建
設
部
都

市
整
備
課
総
務
審
議
員
兼
都
市
整
備
係

長
）
▼
七
城
総
合
支
所
総
務
民
生
課
長
　

上う
え

村む
ら

雅ま
さ

一か
ず

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

学
校
教
育
課
総
務
審
議
員
兼
菊
池
地
区
学

校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
）
▼
旭
志
総
合

支
所
産
業
建
設
課
長
　
岡お

か

島じ
ま

誠せ
い

也や

（
教
育

委
員
会
事
務
局
教
育
部
旭
志
分
室
長
（
総

務
審
議
員
）
兼
旭
志
公
民
館
長
）
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
長
　

清き
よ

田た

幸ゆ
き

臣お
み

（
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
企

業
誘
致
室
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
生
涯
学
習
課
長
　
笹さ

さ

原は
ら

猛た
け
る（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
総
務
審

議
員
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
準
備
室
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水
分
室

長
（
課
長
級
）
兼
泗
水
公
民
館
長
　
坂さ

か

本も
と

忠た
だ

弘ひ
ろ

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水

分
室
長
（
総
務
審
議
員
）
兼
泗
水
公
民
館

長
）▼
議
会
事
務
局
課
長
　
倉く

ら

原は
ら

安や
す

浩ひ
ろ（
総

務
部
人
権
啓
発
課
総
務
審
議
員
兼
西
部
市

民
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局

課
長
　
坂さ

か

本も
と

高た
か

秀ひ
で

（
農
業
委
員
会
事
務
局

総
務
審
議
員
）

■
総
務
審
議
員
　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公

室
総
務
審
議
員
（
政
策
調
整
担
当
）　
上う

え

田だ

敏と
し

雄お

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
課
長
補

佐
（
政
策
調
整
担
当
））
▼
総
務
部
総
務

課
防
犯
対
策
監
（
総
務
審
議
員
）
南み

な
み

勇は
や

人と

（
熊
本
県
警
察
本
部
か
ら
の
派
遣
）
▼
総

務
部
人
権
啓
発
課
総
務
審
議
員
兼
西
部
市

民
セ
ン
タ
ー
長
　
髙た

か

野の

浩ひ
ろ

幸ゆ
き

（
健
康
福
祉

部
福
祉
課
課
長
補
佐
）
▼
総
務
部
男
女
共

同
参
画
推
進
課
総
務
審
議
員
兼
男
女
共
同

参
画
推
進
係
長
　
古ふ

る

橋は
し

郁い
く

代よ

（
総
務
部
男

女
共
同
参
画
推
進
課
課
長
補
佐
兼
男
女
共

同
参
画
推
進
係
長
）
▼
市
民
環
境
部
地
籍

調
査
課
総
務
審
議
員
　
清し

水み
ず

登の
ぼ
る（
市
民
環

境
部
地
籍
調
査
課
課
長
補
佐
）
▼
健
康
福

祉
部
高
齢
支
援
課
総
務
審
議
員
　
本ほ

ん

田だ

和わ

佳か

子こ

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補

佐
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
総
務
審

議
員
　
渡わ

た

邉な
べ

弘ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉
部
健
康
推

進
課
課
長
補
佐
）
▼
経
済
部
農
政
課
総
務

審
議
員
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
　
歌か

岡お
か

憲け
ん

一い
ち

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐

兼
集
落
・
定
住
支
援
室
長
）
▼
経
済
部
農

林
整
備
課
総
務
審
議
員
　
安や

す

武た
け

邦く
に

男お

（
経

済
部
農
林
整
備
課
課
長
補
佐
）
▼
水
道
局

水
道
課
総
務
審
議
員
　
木き

村む
ら

好こ
う

伸し
ん

（
水
道

局
水
道
課
課
長
補
佐
）
▼
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
部
指
導
主
事
（
総
務
審
議
員
）

藤ふ
じ

田た

英ひ
で

明あ
き

（
大
津
町
立
大
津
小
学
校
教

頭
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校

教
育
課
総
務
審
議
員
兼
菊
池
地
区
学
校
給

食
共
同
調
理
場
所
長
　
米よ

ね

岡お
か

佳よ
し

春は
る

（
総
務

部
人
権
啓
発
課
総
務
審
議
員
）
▼
教
育
委
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▼複合健診（集団健診）実施期間　８月１日㈪～12日㈮、９月１日㈭～９日㈮　   ところ　菊池養生園
健 診 項 目 対象者 個人負担額 市補助額

生活習慣病健診 身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査
（肝機能、腎機能、血糖検査など） 19 ～ 39 歳 2,000 円 6,434 円

特定健診
（菊池市国民健康保険加入者）

身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査
（肝機能、腎機能、血糖検査など） 40 ～ 74 歳 40 ～ 69 歳　1,500 円

70 ～ 74 歳　   800 円
5,150 円
5,850 円

後期高齢者健診 身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、
腎機能、血糖検査など） 満75歳以上 800 円 6,200 円

結核健診 65歳以上の人は
どちらか１つ

胸部Ｘ線検査 65 歳以上 無　料 1,688 円

肺がん検診 胸部Ｘ線検査（二重読影） 30 歳以上 30 ～ 69 歳　　500 円
70 歳以上　　200 円

1,414 円
1,714 円

胃がん検診（バリウム） バリウムによる透視検査 30 歳以上 30 ～ 69 歳　1,000 円
70 歳以上　　500 円

3,752 円
4,252 円

腹部超音波検診 肝臓・ひ臓・腎臓・すい臓・胆のうなどの検査 19 歳以上 19 ～ 69 歳　1,500 円
70 歳以上　1,000 円

2,064 円
2,564 円

大腸がん検診 どちら
か１つ

２日法による便潜血検査 30 歳以上 30 ～ 69 歳  　500 円
70 歳以上　  200 円

1,187 円
1,487 円

大腸がん郵送検診 郵送法による便潜血検査 30 歳以上 30 ～ 69 歳  　500 円
70 歳以上　  200 円

889 円
1,189 円

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診検査 20 歳以上 20 ～ 69 歳　1,200 円
70 歳以上　  500 円

2,904 円
3,604 円

乳がん検診
（どちらか１つ）

マンモ Ｘ線による検査 40 歳以上 40 ～ 69 歳　1,000 円
70 歳以上　  500 円

3,860 円
4,360 円

エコー 乳房超音波検査 20 歳以上 20 ～ 69 歳　1,000 円
70 歳以上　  300 円

2,240 円
2,940 円

▼個別検診実施期間　特定健診・後期高齢者健診及び歯科口腔健診　８月１日㈪～平成29年２月28日㈫
　　　　　　　　　　子宮頸がん検診　８月１日㈪～10月31日㈪
※複合健診で同じ検診を受診している場合は受診できません。

健 診 項 目 対象者 個人負担額 市補助額
特定健診※１

（菊池市国民健康保険加入者）
身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、
腎機能、血糖検査など） 40 ～ 74 歳 40 ～ 69 歳　1,500 円

70 ～ 74 歳　　800 円
6,110 円
6,810 円

後期高齢者健診※１ 身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、
腎機能、血糖検査など） 75 歳以上 800 円 6,810 円

後期高齢者歯科口腔健診 歯科口腔検査 75 歳以上 400 円 3,500 円

子宮頸がん検診※2 子宮頸部の細胞診検査 20 歳以上 20 ～ 69 歳　1,600 円
70 歳以上　  500 円

4,123 円
5,223 円

　19 歳以上の人の健診を実施します。５月中旬に「平成
28 年度健診申込書」を世帯毎に郵送します。申し込んだ
人には７月中旬に日程表や問診票などを郵送します。
◆申込書の提出方法
　同封の返信用封筒（切手不要）で返信するか、健康推進
課または各総合支所総務民生課へ直接提出してください。
◆提出期限　５月 23 日㈪
◆健診内容
・生活習慣病健診（対象者：19 歳～ 39 歳）
・特定健診（対象者：40歳～74歳までの国民健康保険の人）
※ 菊池市国民健康保険以外の人は、特定健診の申し込みは

できません。全国健康保険協会（社会保険）・共済組合な
ど、加入している保険者により健診が行われますので各
事業所・保険者にお尋ねください。各種がん検診は市の

検診で受けられます。
※ 市の特定健診対象者で、受診を希望しない人は、別紙の
「特定健診未受診理由アンケート」を記入し、同封の返信
用封筒で提出をお願いします。

※ 国保人間ドックと市の特定健診を併用して受診できませ
ん。

・ 後期高齢者健診・後期高齢者歯科口腔健診（対象者：満
75 歳以上、一定の障がいがある 65 歳以上の後期高齢者
医療保険の人）

・各種がん検診　
※ 健診の結果を基に、家庭訪問や健康教室へのご案内など、

生活習慣の改善に向けた支援をさせていただきます。
※ 対象年齢は平成 29 年３月 31 日現在の年齢です。（後期

高齢者健診は健診当日の満年齢）

健康診査を実施し ま す
問健康推進課　☎（25）７２１９　各総合支所総務民生課

※１特定健診・後期高齢者健診を受診できる医療機関　赤星医院、岩根クリニック、かねこクリニック、菊池郡市医師会立
病院、菊池中央病院、川口病院、隈部医院、黒川産婦人科医院、米田産婦人科医院、中野クリニック、西山医院、古荘医院、
牧診療所、宮本内科クリニック、七城木村クリニック、古田医院、岸病院、古賀医院、郷胃腸科内科クリニック、田中医院、
清原医院　
※２子宮頸がん検診を受診できる医療機関　黒川産婦人科医院、斎藤産婦人科医院、米田産婦人科医院
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
犬
の
所
有
者
は
必
ず
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬

の
所
有
者
や
、
新
た
に
犬
（
生
後
91
日
以

上
）
を
所
有
し
た
人
は
、
会
場
で
登
録
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ
　
下
表
の
と
お
り

※ 

ど
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。
登
録

済
み
の
人
は
「
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

等
の
ご
案
内
」
の
は
が
き
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

料
金
（
１
頭
当
た
り
）

▼
登
録
料
　
　
　
３
千
円

▼ 

集
合
注
射
料
　
３
１
０
０
円
（
注
射
済

票
発
行
手
数
料
５
０
０
円
含
む
）

そ
の
他
　
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

た
と
き
は
、
獣
医
師
の
証
明
書
を
環
境
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
ま
で
お

持
ち
い
た
だ
き
、
注
射
済
票
発
行
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
（
１
頭
に
つ
き

５
０
０
円
が
必

要
）。
集
合
注

射
実
施
会
場
で

も
手
続
き
で
き

ま
す
。

▼平成 28年度狂犬病予防注射日程表

春
期
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

　
犬
の
登
録
を
実
施
し
ま
す

問
環
境
課
　
☎（
25
）７
２
１
７
　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

と　き ところ

５月16日㈪
午前９時30分～10時30分 社会福祉協議会七城支所

午前11時～正午 七城多目的研修センター
午後１時30分～２時30分 リバーサイドパーク

５月18日㈬

午前９時～９時30分 尾足コミュニティーセンター
午前10時～10時30分 伊坂研修センター
午前11時～11時30分 妻越担い手センター
午後１時30分～２時 高柳集落センター
午後２時30分～３時 楠原構造改善センター

５月19日㈭

午前９時～９時30分 田島二区公民館
午前10時～11時 泗水第二体育館

午後１時15分～２時 永公民館
午後２時30分～３時 井戸方構造改善センター

５月20日㈮

午前９時～９時30分 南住吉公民館
午前10時～11時 泗水 B&G 海洋センター体育館

午後１時15分～１時45分 久米一区公民館
午後２時～３時 泗水体育館

５月22日㈰
午前９時30分～10時30分 泗水総合支所（正面玄関前）

午前11時10分～正午 旭志総合支所

５月23日㈪

午前９時30分～10時30分 龍門支館
午前11時～11時30分 迫龍ふれあいセンター
午後１時30分～２時 水迫里山の家（旧農村女性の家）
午後２時30分～３時 迫間支館

５月24日㈫

午前９時30分～10時30分 藤田公民館
午前11時～11時30分 中原公民館
午後１時30分～２時 塚原公民館
午後２時30分～３時 原細永公民館

５月25日㈬
 午前９時30分～10時30分 戸崎支館

午前11時～11時30分 植古閑公民館
午後１時30分～３時 菊之池体育館前

５月26日㈭ 午前10時～11時 青少年ホーム（菊池体育センター裏）
５月29日㈰ 午前９時30分～11時30分 菊池市役所正面玄関

よろしくだワン！
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県
で
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現

に
向
け
、
森
林
の
面
的
ま
と
ま
り
を
確
保

し
、
木
材
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
「
森
林
の

集
約
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
森
林
を
経
営
・
管
理
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
に
所
有
権
の
移
転
を
行
う
「
あ
っ
せ

ん
」
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
県
庁
森
林
整
備
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
４
１

森
林
を
見
直
そ
う

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
名

義
の
軽
自
動
車
な
ど
（
家
族
の
運
転
も
含

む
）
で
、
障
が
い
の
程
度
、
使
用
目
的
な

ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に

は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限
　
６
月
30
日
㈭

申
請
方
法
　
税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

総
務
民
生
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減

免
は
普
通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
納
税
通
知
書
▼

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
な
ど
▼
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
▼

車
検
証
▼
印
か
ん

問
税
務
課
市
民
税
係
　

　
☎（
25
）７
２
０
６

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
軽
自
動
車
税
減
免

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
と
指
導

取
締
強
化
月
間

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し

た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
か

け
た
場
合
は
、
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て

も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
拾

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１
カ
月
間

を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕

獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
野
生
鳥
獣
と
鳥
類
の
卵
は
、
法
律
で
狩

猟
に
よ
る
捕
獲
許
可
を
受
け
た
も
の
以
外

は
、
捕
獲
・
殺
傷
・
採
取
で
き
ま
せ
ん
。

　
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
、ホ
ウ
ジ
ロ
な
ど
）

の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
は
、
鳥
獣
の

乱
獲
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
許
可
を
得
て
捕
獲
し
飼
養
登

録
済
み
の
個
体
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う

こ
と
で
、
引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
。

問
農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

　
☎（
25
）７
２
２
２

　
法
律
の
一
部
改
正
で
４
月
か
ら
認
可
外

保
育
施
設
の
届
け
出
対
象
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

主
な
変
更
点

①
届
け
出
対
象
人
数
の
変
更

　
こ
れ
ま
で
は
１
日
に
保
育
す
る
乳
幼
児

が
６
人
以
上
の
場
合
、
県
に
届
け
出
が
必

要
で
し
た
が
、
４
月
１
日
以
降
は
１
人
以

認
可
外
保
育
施
設
の
届
け
出

対
象
が
変
わ
り
ま
す

上
の
保
育
を
行
う
場
合
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。

②
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
届
け
出

　
既
に
届
け
出
を
し
て
い
て
も
、
子
ど
も

の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
を
活
用
し
て
い
る
事
業
者
は
サ
イ
ト
Ｕ

Ｒ
Ｌ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

③
研
修
の
受
講
状
況
の
届
け
出

　
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
研
修
を
受
講
し
、

保
育
従
事
者
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
訪
問
型

保
育
事
業
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
）
や
１
日

に
保
育
す
る
乳
幼
児
の
数
が
５
人
以
下
の

認
可
外
保
育
施
設
は
、
研
修
の
受
講
状
況

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
　

　
☎（
25
）７
２
１
４

日本経済の未来は、あなたの調査票から

問企画振興課情報統計係
　☎ (25)7249

平成28年経済センサス
活動調査を実施します!
● ６月１日現在で、経済センサス活動調査を実施

します。
● 経済センサス活動調査は、「統計法」という法

律に基づいて実施する、回答義務のある基幹統
計調査です。

● 支社などがない単独の事業所には、調査員が
訪問して調査票をお配りします。

● 支社などがある企業などには、国が本社などに
傘下の支社分の調査票をまとめて郵送します。

● 回答いただいた内容は統計作成の目的以外（税
の資料など）には、絶対に使用しません。

インターネットでご回答ください!

ぜひ

　
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
で
は
、
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画

な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
い
、
ミ
ツ
バ

チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
と
き
は

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

　
１
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限

度
額
を
超
え
た
と
き
、
申
請
し
て
認
め
ら

れ
る
と
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
保
険
証
▼
医
療

費
の
領
収
書
（
ま
た
は
支
払
証
明
書
）
▼

印
か
ん
（
認
め
印
可
）
▼
世
帯
主
の
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
▼
世

所得
区分 所得※１要件 ３回目まで ４回目以降※2

ア 所得が 901 万円を超える 252,600 円
+（総医療費－ 842,000 円）×１％ 140,100 円

イ 所得が 600 万円を超え
901 万円以下

167,400 円
+（総医療費－ 558,000 円）×１％  93,000 円

ウ 所得が 210 万円を超え
600 万円以下

80,100 円
+（総医療費－ 267,000 円）×１％  44,400 円

エ 所得が 210 万円以下
（住民税非課税世帯を除く） 57,600 円  44,400 円

オ 住民税非課税世帯 35,400 円  24,600 円

帯
主
と
受
診
者
全
員
の
個
人
番
号
が
分
か

る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
】

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
保
険
証
▼
印
か

ん（
認
め
印
可
）▼
本
人
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）▼
本
人
の
個
人
番

号
が
分
か
る
も
の（
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

【
限
度
額
認
定
証
お
よ
び

　標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
】　

　
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
、
病
院
な
ど

に
提
示
す
る
こ
と
で
一
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
支
払
い
（
自
己
負
担
分
）
が
限
度
額

ま
で
と
な
る
認
定
証
で
す
。
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
と
は
、
病
院
な
ど
に
提
示
す

る
こ
と
で
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
に
な

る
認
定
証
で
す
。

▼ 70歳未満の人の自己負担限度額（月額）

※1国民健康保険税の算定の基礎となる「基礎控除後の総所得金額等」のこと。
※2  過去12カ月以内に同一世帯で４回以上限度額を超えた場合、４回目以降の限度額。
※ 医療費には入院時のベッド代・食事代などの保険適用外分は含まれません。
※ 国民健康保険高額療養費の申請期限は診療月から２年間です。
※ 医療費の領収書は大切に保管してください。

所得※1区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

一般 12,000 円 44,400 円
現役並み
所得者 44,400 円 80,100 円 +（総医療費－ 267,000 円）

×１％（４回目以降※2は 44,400 円）
低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

▼ 70歳以上 75歳未満の人の自己負担限度額（月額）

対
象
者
　
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
保
険
証
▼
印
か

ん（
認
め
印
可
）▼
食
事
代
の
減
額
認
定
証

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）▼
本
人
の
個
人
番

号
が
分
か
る
も
の（
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

そ
の
他
　
申
請
月
よ
り
前
の
月
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
▼
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
▼
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
は

認
定
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
全
額
負
担
し
、
そ
の
後
、
高
額
療
養

費
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

所得※1区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

一般 12,000 円 44,400 円

現役並み
所得者 44,400 円 80,100 円 +（総医療費－ 267,000 円）

×１％（４回目以降※2は 44,400 円）

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

▼ 75歳以上の人の自己負担限度額（月額）

　
国
民
生
活
基
礎
調
査
は
、
保
健・医
療・

福
祉
・
年
金
・
所
得
な
ど
国
民
生
活
の
基

礎
的
な
事
項
を
世
帯
面
か
ら
総
合
的
に
明

ら
か
に
す
る
統
計
調
査
で
す
。

調
査
日

①
６
月
２
日
㈭
　

②
７
月
14
日
㈭

調
査
内
容
　

①
世
帯
票
・
健
康
票
・
介
護
票

②
所
得
票
・
貯
蓄
票

　
全
国
で
は
５
５
３
０
地
区
、
県
内
で
は

１
２
０
地
区
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
県

が
任
命
し
た
調
査
員
が
各
調
査
世
帯
を
訪

問
し
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
身
分
証
明
書
と
し
て
調
査
員

証
（
写
真
付
き
）
を
所
持
し
て
い
ま
す
。

調
査
地
区
に
居
住
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
係
　
☎（
25
）７
２
１
３

国
民
生
活
基
礎
調
査

　
軽
自
動
車
税
を
５
月
初
旬
に
送
り
ま

す
。
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
　
６
月
30
日
㈭

納
付
場
所
　
菊
池
地
域
農
業
協
同
組
、
各

金
融
機
関
、
市
役
所
、
各
総
合
支
所
　

　
税
金
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
６

軽
自
動
車
の
納
付
期
限
は

６
月
30
日
㈭
で
す
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職
業
訓
練
は
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ

で
す
。
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）

職
業
訓
練
コ
ー
ス

勤
務
場
所

①
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

②
菊
池
市
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

勤
務
期
間
　

5
月
23
日
㈪
～
９
月
１
日
㈭

勤
務
時
間
　
シ
フ
ト
制
、
勤
務
は
応
相
談

募
集
人
員
　
各
10
人
程
度

条
件
　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

申
込
期
限
　

5
月
13
日
㈮
　
午
後
5
時

申
込
方
法
　
履
歴
書
を
お
持
ち
の
う
え
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
●申
①
教
育
委
員
会
泗
水
分
室

　
☎（
38
）２
２
５
８

　
②
教
育
委
員
会
旭
志
分
室

　
☎（
37
）３
１
１
１

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

監
視
員
募
集

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

幼
児
水
泳
教
室
受
講
生
募
集

と
　
き
　
６
月
14
日
㈫
～
７
月
19
日
㈫

　
毎
週
㈫
（
全
６
回
）
午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル

対
象
者
　
市
内
未
就
学
児
の
年
中
・
年
長

募
集
人
員
　
先
着
20
人

申
込
期
限
　
５
月
24
日
㈫

内
　
容
　
水
慣
れ
、
顔
付
け
、
も
ぐ
る
、

泳
ぐ

参
加
費
　
１
５
０
０
円

指
導
者
　
坂さ
か
田た

は
る
み
先
生
（
文
部
科
学

省
認
定
コ
ー
チ
）

問
●申
教
育
委
員
会
泗
水
分
室

　
☎   （
38
）２
２
５
８

　
簡
単
な
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
楽
し
い
教
室
で
す
。
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
予
定
し
て
ま
す
。

と
　
き
　

5
月
12
日
㈭
～
平
成
29
年
3
月

中
旬
　
毎
週
㈭
午
前
10
時
～
11
時
45
分

と
こ
ろ
　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館

対
象
者
　
20
歳
以
上
の
市
民

定
　
員
　
50
人

参
加
費
　
年
間
５
千
円
（
別
途
年
間
保
険

料
あ
り
）

問
●申
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
　
☎（
38
）３
８
８
５
　
※
㈪
休
館

　
社
会
体
育
課
　
☎（
25
）７
２
３
４

さ
わ
や
か
健
康
教
室

　
現
在
、
全
国
的
に
深
刻
な
保
育
士
不
足

が
生
じ
て
お
り
、
本
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
で
は
「
菊
池
市
保
育
士
等
人

材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
、
保
育
園
で
働
き

た
い
人
た
ち
と
保
育
園
の
橋
渡
し
を
行

い
、
就
労
支
援
と
人
材
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

対
　
象
　
保
育
士
、
看
護
師
、
調
理
師
な

ど申
込
方
法
　
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
の
流
れ
　
登
録
し
た
人
は
登
録
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
、
市
内
保
育
園
長
か
ら
の

保
育
園
で
働
き
た
い
人
の

人
材
バ
ン
ク
登
録
募
集

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ア
リ
ズ
ム
教
室
受
講
生
募
集

と
　
き
　
６
月
14
日
㈫
～
７
月
12
日
㈫

　
毎
週
㈫
（
全
５
回
）

　
午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分

と
こ
ろ
　
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル

対
象
者
　
市
内
在
住
か
勤
務
し
て
い
る
人

募
集
人
員
　
先
着
20
人

申
込
期
限
　
５
月
24
日
㈫

内
　
容
　
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

参
加
費
　
千
円

指
導
者
　
坂さ

か
田た

は
る
み
先
生
（
文
部
科
学

省
認
定
コ
ー
チ
）

問
●申
教
育
委
員
会
泗
水
分
室

　
☎   （
38
）２
２
５
８

情
報
提
供
依
頼
に
基
づ
き
、
市
か
ら
登
録

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
登
録
者
の
中
か
ら

個
別
に
保
育
園
長
か
ら
面
接
な
ど
の
連
絡

が
あ
り
、
面
接
の
結
果
採
用
に
つ
な
が
り

ま
す
。

問
●申
子
育
て
支
援
課
　
☎（
25
）７
２
１
４

★まちかどスナップ★

　堤
つつみ

照
てらす

さん（栄町）に
菊池警察署から「一日
名誉警察署長」の委嘱
状が交付されました。
堤さんは、警察施設の
環境美化活動や署員へ
の激励などを長年にわ
たり実施。警察署から
感謝の思いを込めて委
嘱状が渡されました。堤照さん

や
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
け
な
が
ら

職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

訓
練
場
所
　
①
合
志
市
　
②
山
鹿
市

科
　
目
　
①
溶
接
加
工
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
技
術
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ

ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
②
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
科

募
集
期
間
　

①
５
月
２
日
㈪
～
26
日
㈭

②
５
月
２
日
㈪
～
６
月
２
日
㈭

訓
練
期
間
　

①
７
月
１
日
㈮
～
12
月
27
日
㈫

②
７
月
５
日
㈫
～
９
月
29
日
㈭

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
☎（
24
）８
６
２
５

25 242016 May広報きくち2016 May広報きくち

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
６
月
３
日
㈮

対
　
象
　
市
内
在
住
の
20
～
65
歳
未
満
の

人募
集
人
員
　
１
人
程
度

応
募
方
法
　
男
女
共
同
参
画
推
進
課
に

に
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
個
人
で
設
置
・
管
理
し
て
い
た
浄
化
槽

の
寄
付
を
受
け
入
れ
、
市
が
維
持
管
理
を

行
う
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

対
象
地
域

　
集
合
排
水
区
域
を
除
い
た
区
域
全
域

本
人
が
対
応
す
る
部
分
　

▼ 

ト
イ
レ
・
台
所
・
風
呂
場
か
ら
浄
化
槽

ま
で
の
配
管
管
理
と
浄
化
槽
か
ら
放
流

先
ま
で
の
配
管
管
理
費
（
閉
塞
時
な
ど

の
対
応
）

▼ 

寄
付
受
け
入
れ
審
査
中
に
発
見
さ
れ
た

浄
化
槽
不
具
合
の
修
繕
料
（
審
査
の
結

果
に
よ
る
）　

▼ 

寄
付
可
能
通
知
後
の
清
掃
費
（
審
査
の

結
果
に
よ
る
）

▼ 

寄
付
可
能
通
知
後
の
機
器
交
換
・
修
繕

費 （
審
査
の
結
果
に
よ
る
）

次
の
ケ
ー
ス
は
自
己
負
担

▼ 

駐
車
場
対
応
で
は
な
い
浄
化
槽
で
、
車

個
人
が
管
理
す
る
浄
化
槽
の
寄

付
を
受
け
入
れ
ま
す

な
ど
の
乗
り
上
げ
に
よ
り
破
損
し
た
場

合
の
補
修
・
漏
水
修
繕
費
用

▼ 

使
用
水
量
の
過
多
や
不
適
正
な
使
用
に

よ
る
追
加
の
清
掃
費
用

▼ 

浄
化
槽
寄
付
採
納
決
定
後
、
無
断
で
改

造
し
た
り
上
部
に
構
造
物
を
つ
く
り
維

持
管
理
に
支
障
を
き
た
し
た
り
し
た
場

合
の
撤
去
・
原
状
復
旧
費
用 

次
の
浄
化
槽
は
寄
付
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん 

▼ 

設
置
後
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
浄
化

槽
▼ 

申
し
出
日
ま
で
の
過
去
１
年
間
、
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
な
い
浄
化
槽

▼
浄
化
槽
上
部
に
構
造
物
が
あ
る
も
の

▼ 

故
障
し
修
繕
も
で
き
な
い
浄
化
槽

　
全
て
の
申
請
書
類
が
そ
ろ
っ
た
時
点
で

受
け
付
け
ま
す
。

問
下
水
道
課
工
務
係
　
☎（
25
）７
２
４
４

　
こ
れ
ま
で
小
児
慢
性
特
定
疾
病
な
ど
国

の
公
費
と
併
用
し
た
治
療
の
場
合
は
、
一

旦
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
っ
て
い
た
だ

き
、
申
請
に
よ
っ
て
返
却
す
る
方
法
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
公
費
を
差
し
引
い
た
自
己
負
担

分
も
、
子
ど
も
医
療
受
給
資
格
者
証
と
健

康
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で

の
自
己
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
急
な
変
更
に
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し

ま
す
。

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

子
ど
も
医
療
の
小
児
慢
性
特
定

疾
病
を
併
用
し
た
支
払
い

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 ３月 15 日 晴 0.015
泗水総合支所 ３月 23 日 曇り 0.014
菊池市役所 ４月５日 晴 0.027

七城総合支所 ４月 14 日 晴 0.022
※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

３月 15 日 晴 0.041
３月 23 日 曇り 0.042
４月５日 晴 0.040

４月 14 日 晴 0.041
（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の

土
曜
日
利
用
が
始
ま
り
ま
す

　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
「
カ
ン
ガ
ル

ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
」
の
土
曜
日
利
用
が
始
ま

り
ま
す
。
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

利
用
開
始
　
５
月
14
日
㈯
～

利
用
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

問
菊
池
み
ゆ
き
保
育
園

　「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
」　

　
☎（
25
）３
６
０
２

種　別 基本割
（１戸）

世帯員割
（１人当たり）

一般汚水 2,160 円 540 円

集会所
公民館 1,080 円  ー

▼浄化槽市町村整備使用料（月額）

※４人世帯の場合の計算例
　基本割 2,160 円＋（世帯員割 540 円×４人）＝ 4,320 円
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試
験
の
種
類

① 

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
・
免
許
資
格

職
）

②
県
職
員
（
民
間
企
業
等
経
験
者
対
象
）

③
警
察
官
（
警
察
官
Ａ
）

申
込
期
限

①
②
５
月
13
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

③
　
５
月
20
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
期
日

①
②
６
月
26
日
㈰

※
①
②
は
東
京
会
場
も
あ
り
ま
す
。

県
職
員
・
警
察
官
の
採
用
試
験

い
き
い
き
食
堂
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
ヘ
ル
シ

ー
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
学
ぶ
「
い
き
い

き
食
堂
」
が
、
さ
ら
に
進
化
し
ま
し
た
。

３
０
０
種
類
以
上
あ
る
フ
ー
ド
モ
デ
ル
を

使
っ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
や
調
理
実
習
を

通
し
て
バ
ラ
ン
ス
食
が
学
べ
る
講
座
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。講
座
を
修
了
し
た
人
は「
い

き
い
き
食
堂
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定
し
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ
（
全
２
回
） 

第
１
回
　
６
月
17
日
㈮
　
市
内
旅
館

　
受
付
　
午
前
10
時
30
分
～

第
２
回
菊
池
市
民
劇

ス
タ
ッ
フ
募
集

第
２
回
　
６
月
24
日
㈮
　
泗
水
公
民
館

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
～ 

参
加
費
　
２
千
円

対
象
者
　
▼
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
人
▼
２
回
と
も
参
加
で
き
る

人定
　
員
　
先
着
30
人

申
込
方
法
　
申
込
先
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　
市
民
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
が
協
働
し

花
や
緑
を
育
て
、
快
適
で
魅
力
あ
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
を
舞
台
と
し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で

商
店
街
や
自
治
会
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
や
団

体
で
制
作
・
管
理
し
て
い
る
花
壇
や
植
栽

が
対
象
で
す
。

応
募
期
限
　
６
月
24
日
㈮

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
撮
影
し
た
写
真
を
添
え
て
都
市
整

備
課
へ
郵
送
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　　
☎（
25
）７
２
４
２

菊
池
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

生
徒
募
集

と
　
き
　
６
月
４
日
㈯
～
９
月
11
日
㈰

毎
週
㈫
㈯
　
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

と
こ
ろ
　
菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル

対
象
者
　
４
歳
～
12
歳

会
　
費
　
１
人
３
千
円
（
月
額
）

（
兄
弟
姉
妹
は
１
人
２
５
０
０
円
）

※ 

入
会
時
に
保
険
料
８
０
０
円
が
別
途
必

要
で
す
。

受
付
期
間

　
５
月
24
日
㈫
～
28
日
㈯

　
午
後
６
時
～
７
時
　
　
　

受
付
場
所

　
菊
池
市
東
正
観
寺
・
焼
鳥
是
空

　
北き

た

村む
ら

☎   （
25
）４
６
６
９

問
●申
菊
池
市
水
泳
協
会

和わ

田だ

☎
０
８
０（
５
２
０
２
）４
７
５
４

荒あ
ら

木き

☎
０
９
０（
２
７
１
１
）６
６
９
９

と
き
・
と
こ
ろ
（
全
２
回
） 

第
１
回
　
５
月
13
日
㈮
　
市
内
旅
館

　
受
付
　
午
前
9
時
～
　

第
２
回
　
５
月
27
日
㈮
　
市
内
旅
館

　
受
付
　
午
後
１
時
30
分
～
　 

参
加
費
　
１
５
０
０
円

対
象
者
　
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
人

定
　
員
　
先
着
30
人

申
込
方
法
　
申
込
先
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
地
震
の
影
響
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

③
７
月
10
日
㈰

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

　
第
２
回
菊
池
市
民
劇
「
蘇
れ
、
故
郷
の

こ
こ
ろ
」
の
脚
本
や
出
演
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
に
開
催
し
た
市
民
劇
は

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
も
11

月
20
日
㈰
に
第
２
弾
を
開
催
し
ま
す
。
　

　
菊
池
、
七
城
、
旭
志
、
泗
水
の
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
残
る
伝
統
や
文
化
、
言
い
伝

え
な
ど
が
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
地
域
の
財
産
を
、
市
民

劇
を
通
し
て
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。

　
参
加
し
た
い
人
は
各
地
区
実
行
委
員
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
地
区
の
実
行
委
員

菊
池
地
区
　
中な

か

原は
ら

英ひ
で
し　

　
☎
０
９
０（
１
３
４
０
）５
８
８
８

七
城
地
区
　
江え

藤と
う

継け
い

喜き

　
☎
０
９
０（
９
４
９
５
）３
２
５
４

旭
志
地
区
　
岩い

わ

根ね

ふ
く
代よ

　
☎
０
９
０（
９
５
９
９
）０
３
４
７

泗
水
地
区
　
右み

ぎ

田た

美み

喜き

江え

　
☎（
38
）２
２
７
０
（
夜
間
の
み
）

問
●申
菊
池
市
民
劇
製
作
実
行
委
員
会

隈く
ま

部べ

☎
０
９
０（
８
８
３
４
）１
１
７
２

茅か
や

嶋し
ま

☎
０
９
０（
３
７
３
９
）０
１
５
３
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

平
成
28
年
度
菊
池
市
営
住
宅
補

充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
現
在
、
菊
池
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
き
部
屋
が
発
生
し
た

際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き
る
よ
う

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
付
期
間

内
に
申
し
込
ん
だ
人
は
、
希
望
の
団
地
ご

と
に
抽
選
で
入
居
順
位
を
決
定
し
、
空
き

部
屋
を
紹
介
し
ま
す
。

受
付
期
間
　

6
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
必
着

※
㈯
㈰
を
除
く

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
市
営
住
宅

【
単
身
者
・
小
世
帯
】

▼
菊
池
地
区
　
葉
山
・
音
町
・
北
宮
（
平

屋
）
▼
七
城
地
区
　
砂
田
・
砂
田
西
（
平

屋
）
▼
旭
志
地
区
　
高
柳
（
２
Ｄ
Ｋ
）
▼

泗
水
地
区
　
富
の
原
（
２
Ｄ
Ｋ
）

【
一
般
世
帯
】

▼
菊
池
地
区
　
袈
裟
尾
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

袈
裟
尾
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、
葉
山
（
2
階
建・

3
階
建
）、
北
宮
（
2
階
建
）、
音
光
寺
、

渕
園
、
中
町
▼
七
城
地
区
　
砂
田
（
２
階

建
）、
蛇
塚
、
元
村
、
林
原
、
林
原
第
2
、

流
川
、
砂
田
西
（
2
階
建
）
▼
旭
志
地
区

　
あ
さ
ひ
が
丘
、高
柳
（
３
Ｄ
Ｋ
）、岩
本
、

新
明
▼
泗
水
地
区
　
朝
日
西
、
福
本
、
田

島
、
迫
田
、
富
の
原
（
３
Ｄ
Ｋ
）

申
込
資
格

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。
▼
持
家

が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に
困
っ
て

い
る
こ
と
▼
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚

約
者
な
ど
も
含
む
）（
※
単
身
入
居
の
場

合
の
特
例
：
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
。
こ
の
他
に
も
、
条
件
に
よ

っ
て
は
入
居
申
し
込
み
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
▼
世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基

準
内
で
あ
る
こ
と
（
※
世
帯
の
状
況
に
よ

り
合
計
月
額
所
得
が
15
万
8
千
円
以
下
と

21
万
4
千
円
以
下
に
分
か
れ
ま
す
）。

【
月
額
所
得
の
計
算
方
法
】（
世
帯
全
員
の

所
得
額

－

控
除
額
の
合
計
）÷ 

12（
カ
月
）

【 

控
除
合
計
額
の
計
算
】
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。 

▼
控
除
の
内
容
・
控
除
額

・ 

同
居
者
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
38
万
円

・
特
定
扶
養
親
族
　
　
　
　
１
人
25
万
円

・ 

老
人
扶
養
親
族
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
10
万
円

・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
　
　
　
　
　
27
万
円

・
障
が
い
者
　
　
　
　
　
　
１
人
27
万
円

・
特
別
障
が
い
者
　
　
　
　
１
人
40
万
円

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
入
居

申
込
者
や
同
居
予
定
の
親
族
な
ど
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
平
成
28
年
度
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
▼

住
宅
状
況
申
告
書
▼
住
民
票
謄
本
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
同
居
予
定
者
全
員
が
記
載
さ

れ
、
続
柄
が
分
か
る
も
の
）
▼
平
成
28
年

度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
同
居

予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）（
※
源

泉
徴
収
票
不
可
）（
※
平
成
28
年
度
市
県

民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
6

月
1
日
以
降
の
発
行
書
類
な
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
平
成
28
年
度
市
県
民
税
課
税

台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
平
成
28
年
1

月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
発
行

さ
れ
る
書
類
で
す
。
市
町
村
で
発
行
日
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
▼

未
納
が
な
い
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校

生
を
除
く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）
▼
そ
の
他
証
明
書
（
婚
約
証

明
書
、
障
が
い
者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

申
込
方
法
　
必
要
書
類
な
ど
完
備
の
う

え
、
菊
池
市
中
央
公
民
館
１
階
都
市
整
備

課
住
宅
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設

課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
は
「
簡
易
書
留
」
郵
便
で
期
限
内
必

着
と
し
ま
す
。

　
申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
平
成

27
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
で
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
が
済
ん
だ
人
に
は
抽
選
会
の

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
抽
選
会
の
日
程
は

７
月
３
日
㈰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

科　目 受講できる障がい区分 定員 内　容 募集期間 訓練期間 場　所

パソコン
簿記資格
取得科

身体障がいのうち上下
肢障がい・内部障がい、
精神障がい、発達障が
い、難病

７人

パソコン技術・簿
記知識の基本を習
得し、パソコン・
簿記３級資格取得
を目指す

～５月 31日㈫ ７月１日㈮～
９月 30日㈮

ＮＰＯ法人アイ・ネッ
トワークくまもと　
熊本市中央区水前寺
6 丁目 51-3 シティ
ビル水前寺 3Ｆ

介護職員
初任者研修
課程養成科

身体障がい、知的障が
い、精神障がい、発達
障がい、難病、高次脳
機能障がい

７人

高齢者・障がい者
に対する介護技術
を習得し、介護職
員初任者研修課程
修了者として就職
支援を行う

～５月 31日㈫ ７月１日㈮～
９月 30日㈮

特別養護老人ホーム
さわらび
熊本市北区龍田町弓
削 864-1

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。「熊本県立高等技術専門校」で検索してください。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
＆
癒
や
し

参
加
者
募
集

　
菊
池
渓
谷
や
市
内
の
散
策
を
日
頃
の
健

康
づ
く
り
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ

ッ
ト
パ
ス
を
楽
し
む
た
め
の
効
果
的
で
安

全
な
歩
き
方
や
、
地
元
の
食
材
を
生
か
し

た
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
、
温
泉
講
話
、
体
を

整
え
る
あ
ん
摩
の
実
践
を
行
い
ま
す
。
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第
38
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

第
30
回
歯
と
お
口
の
健
康
展

と
　
き
　
６
月
５
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
前
上
町
区
長
の
川か

わ
か
み上

勇ゆ
う
ぞ
う藏
さ
ん
を
招
き
、
菊
池
養
生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
を
行
い
ま
す
。
申
し

込
み
・
参
加
費
不
要
で
す
。

と
　
き
　
５
月
21
日
㈯
　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ
　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
企
画
振
興
課
　
☎（
25
）７
２
５
０

新
米
マ
マ
の
子
育
て

お
し
ゃ
べ
り
講
座

　
育
児
の
喜
び
や
困
り
事
、
親
と
し
て
の

迷
い
な
ど
を
話
し
、
親
子
の
絆
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
６
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫
・
21
日

㈫
・
28
日
㈫
（
全
４
回
）

　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
生
後
２
～
５
カ
月
（
６
月
７
日

現
在
）
の
乳
児
（
第
１
子
）
と
そ
の
母
親

参
加
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
8
6
4

円
が
必
要
で
す
）

定
　
員
　
母
子
14
組
（
先
着
順
）

問
子
育
て
支
援
課
　
☎（
25
）7
2
1
4

と
こ
ろ
　
菊
池
郡
市
歯
科
医
師
会
館
　

内
　
容
　
歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布
コ
ー

ナ
ー
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
中
島
学
園

衛
生
士
課
学
生
の
劇
、
ス
ー
パ
ー
大
道
芸

人
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

参
加
費
　
無
料

問
つ
つ
み
歯
科
医
院
　
☎（
41
）３
４
３
４

ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ー
ン
の

収
穫
体
験

と
　
き
　

　
５
月
22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日
㈰
　

　
受
付
　
午
前
９
時
30
分

　
解
散
　
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ
　
き
く
ち
観
光
物
産
館
集
合

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
コ
ー
ン
８
本
付

き
・
試
食
・
保
険
代
含
む
）

　
家
族
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
参
加
し
た
場

合
は
２
人
目
以
降
（
試
食・保
険
代
含
む
）

小
学
生
以
上
　
１
人
３
０
０
円

小
学
生
未
満
　
１
人
１
０
０
円
　

※ 

コ
ー
ン
を
追
加
購
入
す
る
場
合
は
１
本

２
５
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

内
　
容
　
収
穫
体
験
、
試
食
（
ソ
ム
リ
エ

ゲ
ー
ム
）、
ア
ン
ケ
ー
ト
抽
選
会
な
ど

※
移
動
は
マ
イ
カ
ー
に
な
り
ま
す

定
　
員
　
各
日
先
着
30
人
　
　

問
き
く
ち
観
光
物
産
館

　
☎（
25
）５
４
７
７

通
関
業
務
・
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
を
一
貫

し
て
行
い
ま
す

㈱
藤
木
運
送

◆
所
在
地
　
泗
水
町
吉
富
２
８
８
５
‐
１

◆
従
業
員
　
93
人

◆
設
　
立
　
昭
和
38
年
４
月

☎
０
９
６
８（
38
）２
５
０
９

Ⓗhttp://w
w
w
.fujiki-unsouco.jp

◆
主
な
製
品
　
製
品
な
し
（
運
送
業
）

◆
業
務
内
容
　
通
関
事
業
（
門
司
港
、
博

多
港
）
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
、
飼
料

配
送
、
一
般
貨
物
輸
送
　
整
備
事
業
（
認

証
工
場
）
派
遣
業
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運

搬
業

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ
　
国
際
コ
ン
テ
ナ

（
40
フ
ィ
ー
ト
、
20
フ
ィ
ー
ト
）
の
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
加
工
も
行
い
ま
す
。

乗
務
員
（
大
型
車
、
牽
引
車
）
整
備
士
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

電
設
資
材
や
水
道
配
管
資
材
の
生
産
・
販

売
を
全
国
展
開
中

未
来
工
業
㈱
熊
本
工
場

◆
所
在
地
　
泗
水
町
永
１
９
２
４
‐
１

◆
従
業
員
　
87
人

◆
設
　
立
　
平
成
元
年

☎
０
９
６
８（
38
）５
５
８
２

Ⓗhttp://w
w
w
.m

irai.co.jp

◆
主
な
製
品
　
建
築
用
電
設
資
材
、
一
般

住
宅
や
ビ
ル
工
事
、
電
気
工
事
用
の
副
資

材
、
水
道
配
管
や
樹
脂
製
水
道
用
パ
イ
プ

の
生
産
、
関
連
部
材
の
販
売

◆
業
務
内
容
　
射
出
成
型
、
押
出
成
型
、
コ

ル
ゲ
ー
ト
チ
ュ
ー
ブ
成
型
、
異
形
押
出
、
組

み
立
て

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ
　
一

般
家
庭
へ
の
直
接
販
売
は

ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
住

宅
建
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
で
電
気
や
水
道
の
部
材
と
し
て
、
見
え

な
い
部
分
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
62
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：溝
みぞ
口
ぐち

隆
りゅう

一
いち
さん

⑨

社屋外観

運送車両

工場外観

製品紹介
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

イ
ベ
ン
ト

５
月
の
内
容

12
日
㈭
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
※

19
日
㈭
　
戸
外
遊
び

26
日
㈭
　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
受
付
人
数
に
制
限
が
あ
り
。
参
加
費
無

料
。（
オ
イ
ル
代
で
初
回
1
0
0
円
）

と
こ
ろ
　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
　
象

　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
保
護
者

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

ピ
ラ
テ
ィ
ス
無
料
体
験
会

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
「
健
康
的
に
ス
リ
ム
に

な
り
た
い
」「
ム
リ
は
し
た
く
な
い
」
と

い
う
人
に
ぴ
っ
た
り
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と
　
き
　
５
月
24
日
㈫
　

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ
　
七
城
温
泉
ド
ー
ム
内

申
込
期
限
　
５
月
17
日
㈫

定
　
員
　
20
人
（
先
着
順
）

※ 

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
無
料
で
す
。
入
場
（
入

浴
）
料
金
が
３
３
０
円
必
要
で
す
。

問
七
城
温
泉
ド
ー
ム
　
☎（
26
）４
８
０
０

相
談も

の
づ
く
り
の
人
材
育
成
を

支
援
し
ま
す

　
県
で
は
、
小
規
模
事
業
者
（
製
造
業
）

の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
的

知
識
を
持
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

無
料
で
応
じ
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

高
い
技
術
を
持
つ
講
師
を
企
業
に
派
遣
し

て
、
技
術
指
導
を
行
う
人
材
育
成
も
実
施

し
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問（
公
財
）く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

　
☎
０
９
６（
２
８
９
）２
４
３
８

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と
　
き
　
５
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ
　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係
　
☎（
25
）７
２
０
８

も
の
忘
れ
相
談
会

　「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と
　
き
　
５
月
20
日
㈮
　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

無
料
法
律
相
談
会

　
５
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯
の
憲
法
週
間
行

事
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
予
約
不

要
で
す
。

と
　
き
　
５
月
16
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部
（
山
鹿
市
山
鹿
２
８
０
）

相
談
担
当
者
　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容
　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚・相
続
の
問
題
、
登
記
、

人
権
問
題
な
ど

問
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

　
☎（
44
）５
１
４
１

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
５
月
25
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
　
き
　
５
月
24
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
2
階
小
会
議
室

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

と
　
き
　
５
月
27
日
㈮
　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森
１
階
イ
ー

ス
ト
コ
ー
ト

内
　
容
　
無
料
の
講
演
と
相
談
会

演
　
題
　「
認
知
症
予
防
の
可
能
性
」

講
　
師
　
菊
池
病
院
　
木き

村む
ら
武た
け
実み

院
長

問
菊
池
病
院
地
域
医
療
連
携
室

　
☎
０
９
６（
２
４
８
）２
１
２
４
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.22

　性教育講演会と授業参観を行いました。講演会
では、スタディライフ熊本の田

た

尻
じ り

由
ゆ

貴
き

子
こ

さんを講
師に招き「みんなの命、大切にしよう」をテーマに、
慈恵病院看護部長時代の「こうのとりのゆりかご」
の取り組みや命の誕生などの話しがありました。

泗水中学校

　２年生が家庭科の授業で地域の伝承料理の作り
方 を学習しました。地域に受け継がれる郷土料理
を絶やさないことなどを目的に毎年行われている
ものです。料 理教室などを行っている地元団体の
むつみ会の皆さんが指導員とし て参加。「のっぺい
汁」「白和え」「とじこ豆」を一緒に作りました。

七城中学校
承料理に挑戦伝２月５日

１年生授業参観性教育講演会

むつみ会の皆さんと交流しながら調理しました

２年生授業参観

　児童のコミュニケーション能力の育成や日本の
伝統文化の落語に触れることなどを目的に、落語
家の桂

かつら

藤
と う

兵
べ

衛
え

さんを招き、落語鑑賞会を行いまし
た。落語を鑑賞した児童たちはプロのはなし家の
巧みな話術と表現力に魅了され、声を上げ感動し
ていました。

語の魅力に触れました落

　子どもたちに「地域に愛着と誇りを持ち、ふる
さとを大事に思う心を持ってほしい」という願い
を込め、郷土料理作り体験を行いました。菊之池
校区青少年育成協議会の山

や ま

口
ぐ ち

順
じゅん

子
こ

さんと民生児童
委員の皆さんに、地元の野菜を使用した「のっぺ
い汁」と「焼きだご」の調理方法を教えてもらい、
楽しく交流しながら郷土料理を作りました。

２月４日

手際よく具材を切り分けます 地元の野菜を使いました

土料理作り体験郷

菊池北小学校３月４日

の大切さを学びました命２月27日

泗水東小学校

　６年生全員で運動場にあるタイヤのペンキ塗り
作業を行いました。これは児童の発案で行われた
もので、色あせたタイヤがきれいに彩られました。
作業をした児童は「卒業前にみんなで学校のもの
をきれいにできて良かった」と話しました。

隅々まで丁寧に塗りました

校に恩返し学３月２日

菊之池小学校

落語の楽しさを知りました
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市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

と　き　５月 21 日㈯　午前９時 30 分～午後３時 30 分
ところ　旧聖母幼稚園（カトリック菊池教会）
テーマ　アジアとの架け橋
内　容　 「午前の部」講演会　
　　　　「午後の部」アジアンフードパーティ
講　師　熊本県木竹炭振興会会長　末

す え

廣
ひ ろ

勝
か つ

也
や

　
　　　　ベトナムトレーディング㈱代表取締役　澤

さ わ

村
む ら

ゆり
主　催　一般社団法人やまびこ会　菊池国際交流館
協　賛　菊池国際交流会
問秋

あ き

月
づ き

　☎ 080(9434)1991

菊池国際交流会
第３回アジアンフェスタ in きくち

無料英会話レッスン

　教師資格保持者イギリス人教師 & 元日本人 CA が教え
る子どもから大人まで学べる英会話教室です。無料体験
レッスンにいらっしゃいませんか。
と　き　随時（お電話ください）
ところ　隈府下町、山鹿市、合志市、菊陽町
問ジョン英会話スクール
　☎ 090(8915)3776

菊池市登山クラブ　会員募集

　健康保持と体力増進のため、毎月九州の山々を登ってい
ます。興味のある人は一度お電話ください。
年会費　4,000 円（保険料含む）※各月の参加費（バス代
　　　　や入浴料など）は実費になります。
問菊池登山クラブ  三

み

好
よ し

　☎ 0968(38)3654
　☎ 080(3225)1660　

サッカーチーム（U-15・中学生）
メンバー募集！！

　FC. 菊池アグリフィールズは創設２年目のサッカーチー
ムです。４月から専属アスリートトレーナーをスタッフに
迎え、体幹とメンタルトレーニングを行っています。また、
自然栽培アドバイザーによる米作り体験（田植え→稲刈り
→販売）を通して自然と社会とのつながりを体感。食育も
取り入れ、サッカーの技術向上と選手育成を目指します。
と　き　毎週㈪㈬㈮　午後６時 30 分～８時 20 分
ところ　菊池市営中央グラウンド、隈府小グラウンド
問 FC. 菊池アグリフィールズ  片

かた　おか

岡　
　☎ 090(1709)5069

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。
多数の人のお申し込みを待っています。
と　き　５月 22 日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（市民広場近く）
参加費　男性 3,000 円　女性 2,000 円
※参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催できない
場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問中

な か

尾
お

　☎ 080(5203)1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

菊朋会総会記念講演

　講師にソーシャルインクルージョン研究センター所長の
山
や ま

本
も と

隆
りゅう

生
せ い

さんを迎え、記念講演を開催します。皆さんのご
来場をお待ちしています。入場無料です。
と　き　６月１日㈬　午後２時～３時 30 分
ところ　菊池高校体育館
演　題　「地域を生き、活かす」　
主　催　菊朋会（菊池高等学校同窓会）
後　援　菊池市、菊池市教育委員会
　　　　合志市、合志市教育委員会
問●申菊朋会事務局　☎ 0968(25)3175

　皆さんの家に眠っている本や絵本をお譲りください。市
内各地に「まちなかライブラリ」を設置しています。自宅
の一部をライブラリに開放していただける人はご連絡くだ
さい。菊池市生涯学習センター（１階図書館、２階公民館）
が来年秋にオープンを予定しています。「まちなかライブ
ラリ」は市民の読書の楽しみを広めるものです。
問菊池の図書館を考える市民の会　井

い

藤
と う

　☎ 090(4775)1929

「まちなかライブラリ」に
不要な本や絵本をお譲りください

abc

バウンドテニス参加者募集

　雨や日焼けも気にならない。室内にマットを敷き、縦
10㍍×横３㍍のコート中央に高さ 50㌢のネットをはさん
で、ソフトテニスの要領で打ち合います。新人戦・男女ペ
ア戦・懇親大会など楽しい大会もあります。
と　き　毎週㈮　午後８時～９時 40 分
ところ　菊池北小学校体育館
参加費　１回目のみ無料
※２回目から 200 円
指　導　内

う ち

古
こ

閑
が

問田中スポーツ　☎ 0968(25)4235
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←このマークがある写真は紙面上で動く動画を見ることができます。

ワンダーぶんこ「卒業生を送る会」
３月１日　読み聞かせボランティア

　泗水東小学校で卒業生を送る会があり、読み聞かせ
ボランティアグループ「ワンダーぶんこ」（内

う ち

野
の

さと
惠
え

会長）が卒業生に最後の読み聞かせを行いました。
　同メンバーから「人に優しくできる中学生になって
ください。自分を大切にして青春を楽しんでください」
とエールが送ら
れると、卒業生
は「今日はとて
も感動しました。
本当にありがと
うございました」
とお礼を述べま
した。

読み聞かせをする「ワンダーぶんこ」のメ
ンバー

KCG30 の皆さんと同協会長の江
え

頭
がしら

実
みのる

市長
㊨㊤、國

く に

津
つ

剛
つよし

菊池警察署長㊧㊤

ＫＣＧに感謝状贈呈
　市内の女子高生 30人で構成する防犯ボランティア
団体・KCG30 の卒業生 13人に市防犯協会と菊池警
察署が感謝状と記念品を贈りました。KCG30は、菊
池高、菊池女子高、菊池農業高の生徒で平成 22年に
発足し振り込め詐欺の防犯活動やパレードなどに参
加。菊池女高３
年の谷

た に

山
や ま

七
な な

海
み

さ
んは「防犯活動
で学んだことを
忘れずにこれか
らも頑張ってい
きたい」と話し
ました。

２月23日　市内女子高生防犯活動

一般質問を傍聴しました

市議会定例会を傍聴
　３年生 133 人が社会科の授業で市議会定例会の一
般質問を傍聴しました。この傍聴体験は公民的資質を
育てることなどを目的に、ことし初めて実施。自分た
ちが住む地域社会への関心を高めました。
　傍聴した生徒は「政治は難しいイメージがある。若
い世代が興味の
あることなどを
積極的に取り上
げてもらえると
もっと政治に関
心をもつことが
できる」と話し
ました。

３月２日・３日　菊池南中学校議会傍聴体験学習

戸崎小児童と高柳ほたるを育てる会、地域
おこし協力隊の一

いち

ノ
の

瀬
せ

萌
もえ

子
こ

さん

やったね！ 戸崎小ホタレンジャー
　日本一のホタル王国プロジェクト指定校の一つであ
る戸崎小学校のホタル育成の取り組みが、環境庁主催
の「こどもホタレンジャー」に選ばれ、発表内容が全
国で 2位となるベネッセ賞を受賞しました。
　全国のホタルに関する取り組みを募集する企画で、
全国 46 校の応
募の中から選ば
れた 5校が事例
を発表。同小 4
年生の地域とつ
ながるユニーク
な取り組みが評
価されました。

２月22日　ほたるいっぱいプロジェクト

前田和子さん（前列左から２番目）と「し
すいっ子童話会」、「たんぽぽ」の皆さん

前田和子さんとたんぽぽが表彰
　県立図書館で表彰式が行われ、前

ま え

田
だ

和
か ず

子
こ

さん（しす
いっ子童話会）が読書活動推進功労者表彰、泗水西小
読み聞かせボランティア「たんぽぽ」が優良読書グルー
プ表彰を受賞しました。前田さんは平成６年から 20
年の長きにわたり同会の代表を務めるなど読書普及活
動や地域文化の
発展に貢献。「た
んぽぽ」は読書
環境の醸成と地
域文化の発展に
貢献されていま
す。

２月24日　読み聞かせボランティア

受賞した皆さん

児童生徒の善行をたたえて
　菊池郡市の小中学生の善行をたたえる「里仁賞」の
表彰式が菊池教育会館であり、市内から菊池北中と戸
崎小の２団体が表彰されました。菊池北中１年生は清
掃ボランティア活動とあいさつ運動。戸崎小４年生は
ホタル飼育とホタルが育つ井手づくりの活動を続けて
いることなどが
評価されました。
木
き

原
は ら

昭
しょう

三
ぞ う

会長は
「多くの人を思い
やる心を大切に
これからも活動
を続けてほしい」
と話しました。

２月26日　菊池教育会「里仁賞」表彰式
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▲各部門の優勝者（敬称略）

1.勢いよくスタートし
た選手たち 2.長さ６
㍍の横断幕 3.ユニー
クな衣装で出場するラ
ンナー 4.完走を目指
すランナー 5.沿道か
ら声援が送られました
6.菊高生がパフォーマ
ンスを披露 7.甲冑姿
で応援 8.大人気キャ
ラクターきくちくんも
応援に駆けつけました

約
１
３
０
０
人
が
市
内
を
快
走

　
第
61
回
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
３

月
26
日
、
菊
池
市
民
広
場
を
メ
ー
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
、
約
１
３
０
０
人
が
出
場
し
ま
し

た
。
大
会
は
ハ
ー
フ
・
10
キ
ロ
・
５
キ
ロ
・

３
キ
ロ
の
４
コ
ー
ス
、
18
部
門
で
実
施
。
菊

池
地
域
振
興
局
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
各
中
継

地
点
を
折
り
返
し
て
菊
池
市
民
広
場
前
の

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
観
客
が
並
び
、
風

を
切
り
な
が
ら
走
り
抜
け
る
ラ
ン
ナ
ー
に
拍

手
と
声
援
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
選
手
の

中
に
は
手
作
り
の
衣
装
を
し
て
走
る
人
も
い

て
、
手
を
振
っ
た
り
記
念
撮
影
を
し
た
り
し

な
が
ら
観
客
と
一
緒
に
大
会
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

食
べ
物
と
ス
テ
ー
ジ
で
お
も
て
な
し

　
ゴ
ー
ル
会
場
で
は
、
飲
食
店
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
軒
を
連
ね
る
「
菊
池
う
ま
い

も
ん
市
」
を
同
時
開
催
。
各
店
に
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
来
場
者
は
菊
池
の

特
産
品
や
絶
品
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
舞
踊
団
「
花
童
」
の
演
舞
、
菊

之
池
小
延
寿
太
鼓
、
民
謡
（
清
龍
会
）、
高

校
生
の
歌
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

コース 部　門 氏　名 記　録

ハーフ
男子（40才未満） 岡

お か

山
や ま

春
は る

紀
き 1時間11分30秒

男子（40歳以上） 池
い け

島
し ま

篤
あ つ

史
し 1時間13分35秒

女子の部 白
し ろ

土
つ ち

慶
け い

子
こ 1時間28分58秒

10km
男子（40才未満） 倉

く ら

田
た

大
だ い

吾
ご 32分42秒

男子（40歳以上） 岩
い わ

木
き

憲
け ん

一
い ち 35分56秒

女子の部 船
ふ な

田
だ

佳
か

那
な 40分42秒

５km

男子（40才未満） 岩
い わ

永
な が

浩
ひ ろ

明
あ き 16分13秒

男子（40歳以上） 三
み

木
き

正
ま さ

昭
あ き 17分58秒

女子（40歳未満） 入
い り

江
え

和
か ず

実
み 19分50秒

女子（40歳以上） 渡
わ た

邉
な べ

由
ゆ

美
み 20分32秒

中学生男子 浦
う ら

川
か わ

大
だ い

樹
き 16分27秒

中学生女子 山
や ま

本
も と

夕
ゆ う

海
み 19分09秒

３km

男子（60歳以上） 坂
さ か

本
も と

興
こ う

次
じ 12分21秒

女子（60歳以上） 堤
つつみ

　美
み

智
ち

子
こ 15分26秒

小学生男子１年～３年 松
ま つ

村
む ら

至
し

恩
お ん 12分02秒

小学生男子４年～６年 吉
よ し

浦
う ら

　悠
は る 10分25秒

小学生女子１年～３年 齋
さ い

藤
と う

　圓
まどか 14分54秒

小学生女子４年～６年 吉
よ し

浦
う ら

明
あ

希
き 11分38秒

１

２
３４

５

６

７ ８

第61回熊日菊池　 マラソン大会
豊かな自然と食を満喫
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㊧から國津剛署長、吉安亮さん、岩崎雄也
さん、橋

はし
本
もと

良
りょう

一
いち

副署長

人命救助の２人に感謝状贈呈
　住宅火災で、人命救助に協力した岩

い わ

﨑
さ き

雄
ゆ う

也
や

さん（岩
平）と吉

よ し

安
や す

亮
りょう

さん（高野瀬）に、菊池警察署長から感
謝状が贈られました。２人は火災現場の近くを通り、
火事を発見。現場に駆けつけたところ、逃げ遅れた女
性（92 歳）が長屋にいることを知り、救助活動を行
いました。國

く に

津
つ

剛
つよし

署長は「２人
の勇気ある行動
で尊い人命が救
われた。模範と
すべき行動をた
たえたい」と感
謝を述べました。

３月 18 日　警察署長感謝状

江頭市長㊧と KDS 代表取締役の永田佳子さ
ん㊨

子どもたちを交通事故から守ろう
　KDS 菊池自動車学校と熊本ドライビングスクール
から、幼稚園や保育園を卒園する市内の子どもたちに

「KDS ゆるや傘」が贈られました。雨天時は交通事故
数が増えることから、子どもたちを守ることを目的に
２年前から実施している活動です。KDS 代表取締役
の永

な が

田
た

佳
よ し

子
こ

さん
は「この傘を見
ることで保護者
やドライバーの
皆さんに交通安
全の意識を高め
てほしい」と話
しました。

３月 18 日　KDS が傘を寄贈

斑蛇口湖ボート場のコースを視察するノル
ウェーオリンピック委員会の委員

ノルウェー五輪委員が斑蛇口湖を視察
　東京オリンピック・パラリンピック競技大会ボー
ト競技のキャンプ候補地として、ノルウェーオリン
ピック委員会の２人が斑蛇口湖ボート場を視察しまし
た。２人は県ボート協会の和

わ

田
だ

建
け ん

一
い ち

郎
ろ う

副会長や関係者
の案内で同施設の艇庫などを見学したほか、ボート
に乗ってコース
を念入りに確認。
天候や気温、水
温、キャンプ時
期となる夏のコ
ンディションな
どを質問してい
ました。

３月 17 日　東京五輪ボート競技キャンプ候補地

桜の回復を願って
３月 18 日　菊池女子高等学校

　菊池女子高校で昨年の台風で倒木した桜の回復を願
う「お花見お茶会」が開かれ、地元住民など約 20 人
が参加しました。毎年開催しているお茶会はことしで
４回目。これまでは桜の木の下で行っていましたが、
今回は雨天のため会場を校内ホールに移し、桜の回
復を願いました。
亭
て い

主
し ゅ

を務めた宮
み や

崎
ざ き

紗
さ

帆
ほ

さんは「少
し 緊 張 し た が、
気持ちを込めて
お茶をたてまし
た」と笑顔で話
しました。

地元住民にお点前が披露されました

試食会では色とりどりのオリジナル弁当が
テーブルに並びました

「春の道の駅弁当フェア」新作発表会
　道の駅泗水・養生市場で販売する弁当の新作発表会
があり、地元生産者など７グループが９種類の新作弁
当を出品しました。健康志向の弁当や春らしい彩りで
若い女性をターゲットにした弁当が並び、試食会では
常連客から味や盛り付け、見栄えなどの意見を求め
ました。参加者
は「地元の食材
を使った手作り
弁当なので安心
して食べられる。
値段もお手頃で
おいしい」と笑
顔を見せました。

３月 15 日　道の駅泗水・養生市場

聖護寺で座禅の組み方を学ぶ参加者。アメ
リカやイタリアなど７カ国から参加した

外国人が菊池の魅力を体感
　農家民泊や農業体験を楽しむモニターツアーがあ
り、日本在住の外国人７人が参加しました。地域資源
の活用と外国人観光客誘致に向けた取り組みの一環と
して市が試験的に実施。初日は農作物の収穫体験や温
泉を満喫し、夜は民家に宿泊。２日目は座禅や弓道体
験を楽しみまし
た。参加した外
国人は「収穫体
験と菊池渓谷が
素晴らしい」「外
国語の案内板が
少ない」など感
想を述べました。

３月 14 日・15 日　菊池市モニターツアー
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コタツに入ってまちの未来を語ろう！
３月 12日　キクチノど真ん中百人会議

　菊池市の将来像をコタツに入って語り合う「キクチ
ノど真ん中百人会議」が菊池市民広場であり、市内外
から約 100人が参加しました。
　主に市民有志でつくるまちおこし団体「キクチノ和」
が企画。福岡テンジン大学学長の岩

い わ

永
な が

真
し ん

一
い ち

さんの基調
講演を聞いた後、
参加者は「廃校
活用」「国際化」
「祭り」などテー
マごとに分かれ
てコタツに入り
意見交換しまし
た。

コタツに入ってまちの未来を語り合う参加
者たち

活発な意見が交わされました

地域の課題をやねだんに学ぶ
　３回目となる地域づくり人材育成研修会が迫間地区
で行われ、地域住民など約 30人が参加しました。研
修会では「重味青空楽市に以前の活気を取り戻すには」
をテーマに「出荷者を増やすこと」「イベントを行う
こと」「楽市と公園の環境整備を行うこと」「広報宣伝
活動を行うこと」
など住民が考え
た４つの案件に
ついて、それぞ
れの班に分かれ
てワークショッ
プを行い、意見
交換しました。

３月４日　地域づくり人材育成研修会

妻の伊牟田美佐子さん㊥と家族

故伊牟田昭一さんに旭日単光章
　昨年 12月にお亡くなりになられた伊

い

牟
む

田
た

昭
しょう

一
い ち

さん
（上高江）が旭日単光章を受章され、江

え

頭
がしら

市長から妻
の美

み

佐
さ

子
こ

さんに伝達されました。伊牟田さんは昭和
58年５月、地域住民に推され旧泗水町議会議員に初
当選。以来４期 16年にわたり在職し、経済建設常任
委員委員長や議
長などを歴任し
たほか、旧泗水
町助役を務める
など市政の発展
と住民福祉の向
上に大きく貢献
しました。

３月７日　特別叙勲

木柑子ニツ塚古墳と石人の説明を受ける参
加者

地域を巡って花房の歴史を学習
　花房地区で「花房あぜ道ウオーク」があり、地域住
民など約 50人が参加しました。住民に地区のことを
もっと知ってもらおうと、花房支館事業の一環として
昨年から実施しており、ことしで２回目。参加者は地
区内を散策しながら「木柑子菅原神社」や「木柑子
ニツ塚古墳と石
人」など地域の
名所を巡りまし
た。参加者は「地
元の知らない歴
史をたくさん知
ることができた」
と話しました。

３月12日　花房あぜ道ウオーク

市内外から大勢の人が参加しました

春の城山の日
　菊池公園周辺の清掃作業を行うボランティアイベン
ト「春の城山の日」が開催され、市内外から約 200
人が参加しました。桜の開花シーズンを控え、観光客
にきれいな公園で花見を楽しんでもらおうと菊池さく
ら基金運営委員会が主催。菊池公園一帯のごみ拾い、
手すりや看板の
磨き掃除などを
行いました。参
加者は「観光客
に気持ちよく花
見を楽しんでほ
しい」と話しま
した。

３月13日　菊池公園再生プロジェクト

笑顔でプレーしました

ひなまつりグラウンドゴルフ大会
　菊池少年自然の家企画事業「第１回菊池わいふのひ
なまつりグラウンドゴルフ大会」が市営中央グラウン
ドであり、市内外から 85人が参加しました。
　参加者は「みんなで楽しくゲームができた。またし
たいです」と笑顔で話しました。上位の結果は次のと
おりです。
（敬称略）
1位 : 中

な か

野
の

照
て る

明
あ き

2 位 : 川
か わ

嶋
し ま

銀
ぎ ん

子
こ

3 位 : 大
お お

橋
は し

祥
しょう

人
と

4 位 : 渡
わ た

辺
な べ

小
さ

夜
よ

子
こ

5 位 : 古
ふ る

谷
や

善
よ し

幸
ゆ き

6 位 : 衛
え

藤
と う

栄
え い

子
こ

３月８日　菊池少年自然の家企画事業
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県警白バイ隊員による白バイ乗車体験

交通事故ゼロを目指して
　４月６日から 15日まで行われる「春の全国交通安
全運動」に伴い、出発式が菊池市民広場で行われまし
た。当日は、交通安全関係団体の関係者など多数参加。
交通安全功労者などの表彰のほか、シートベルト着用
推進委員に任命された「めぐるんジャー」と「ベルとら」
へ委嘱状が交付
されました。式
典終了後は、市
内全域で街頭啓
発パレードを行
い、市民に交通
安全を呼び掛け
ました。

４月５日　春の交通安全運動出発式

地元住民の指導を受けながらタケノコを掘
る児童

タケノコいっぱい掘ったよ！
　菊池北小学校（桐

き り

陽
よ う

介
す け

校長）の４年生 52人が、黒
く ろ

谷
た に

光
み つ

臣
お み

さん（太田）所有の竹林でタケノコ堀りを体験
しました。この体験は今回で 18年目。児童たちは、
黒谷さんほか地域の皆さんから掘り方の指導を受けタ
ケノコ堀りに挑戦。タケノコを掘り当てると、重たそ
うに持ち上げて
喜んでいました。
タケノコ掘りは
４回目と話す宇

う

野
の

木
き

港
こ う

太
た

くんは
「鍬を当てるのが
難しかったけど、
楽しかった」

４月14日　菊池北小児童がタケノコ堀体験

菊池渓谷の安全を祈願しておはらいが行わ
れました

癒やしのシーズン到来！
　菊池渓谷のシーズン到来を告げる山開きが開催さ
れ、関係者など約 100 人が集まりシーズン中の安全
を祈願しました。昨年は、国内外から約 23万人の観
光客が菊池渓谷を訪問。菊池渓谷を美しくする保護管
理協議会の江

え

頭
がしら

実
みのる

会長は「菊池渓谷は癒やしの里の源
であり、豊かな
農産物を生み出
す命の源でもあ
る。この豊かな
自然を次の世代
に残していきた
い」とあいさつ
しました。

４月８日　菊池渓谷山開き

あいのりタクシーに試乗した七城地域の住
民

七城地域の運行が始まりました
　４月１日から七城地域できくちあいのりタクシーの
運行が始まり、関係者など約 50人が参加して運行開
始式を行いました。あいのりタクシーは、バス路線な
どがない公共交通空白地域の交通手段として導入して
おり、年間約１万１千人が利用しています。七城地
域線は、月曜日
から金曜日に自
宅から市街地や
七城総合支所な
どの目的地まで、
事前の予約に応
じて１日に３往
復します。

４月１日　きくちあいのりタクシー

七城町の中間育成施設から搬出用トラック
にアユを移す組合員

在来魚を守れ！漁協が稚アユを放流
　菊池川漁業協同組合（江

え

藤
と う

俊
と し

男
お

組合長）が市内の河
川で稚アユを放流しました。この放流は、菊池川、迫
間川、合志川の本・支流に生息する魚を保護するため
の増殖事業として、同組合が毎年行っています。今回
は約 14万尾を市内 33カ所で放流。稚アユの大きさ
は約６センチで、
河口から上流へ
と上っていき、
餌場の確保のた
め一定の縄張り
をつくり成魚へ
と成長していき
ます。

４月８日　菊池川漁業協同組合

創立20周年記念式典
４月９日　七城町振興公社創立 20周年記念式典

　七城温泉リバーサイドパークで、七城町振興公社創
立 20周年記念式典が開催され、関係者など約 50人
が参加しました。式では功労者表彰があり、旧七城町
長の緒

お

方
が た

奨
すすむ

さんと前菊池市長の福
ふ く

村
む ら

三
み つ

男
お

さんに表彰状
が授与されました。同公社の服

は っ

部
と り

英
え い

治
じ

会長は、「開設
当初からいろい
ろな苦労があっ
た。今後も地域
の健康増進施設
として、市民の
皆さんと歩んで
行きたい」と語
りました。

多くの人が参加して記念式典が行われまし
た
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「動画QRコード」付きの記事は動画をご覧いただくことができます。
ホームページには他の写真も掲載しています。ぜひご覧ください。

㊧から水
み ず

口
ぐ ち

勝
か つ

之
ゆ き

副会長、緒方会長、高
た か

木
き

裕
ゆ う

二
じ

さん

龍門林業研究グループが受賞
　全国林業研究グループコンクールで龍門林業研究グ
ループ（会員 38 人：緒

お

方
が た

元
も と

一
か ず

会長）が林野庁長官賞
を受賞し、報告のため市役所を訪れました。このコン
クールは全国の林業研究グループが活動体験や研究内
容などの成果を発表するもので、同グループが九州代
表で出場しまし
た。緒方会長は

「農林水産大臣賞
をとれなくて残
念。今後は自分
たちの活動をビ
ジネス化するこ
とも考えたい」

３月 25 日　全国林業研究グループコンクール

晴天の中、笑顔でプレーしました

中学生になってもがんばってね
　花房地区社会福祉協議会主催の「卒業生を送る会」
が開催され、花房小学校を卒業した児童や地域住民な
ど約 50 人が参加しました。この卒業生を送る会は校
区内の児童と高齢者の交流を目的に、約 20 年前から
行われており、ことしはグラウンドゴルフ大会と昼
食会で交流を深
めました。参加
した児童は「楽
しかった。中学
校では勉強とス
ポーツを両立し
て 頑 張 り た い 」
と話しました。

３月 24 日　花房小卒業生を送る会

齋藤康子さん㊨と菊之池小学校の児童たち

長年の見守りに感謝 齋藤康子さんに感謝状
　卒業や入学を迎える地域の子どもたちを応援するた
め自宅前に祝詞を掲げ続けてきた齋

さ い

藤
と う

康
や す

子
こ

さん（中西
寺）に、菊之池小学校から感謝状が渡されました。齋
藤さんが祝詞の掲示を始めたのは 6 年前。入学式や
卒業式の時期になると自宅前に掲げています。
　感謝状を受け
取った齋藤さん
は「感謝の気持
ちを忘れない優
しい人に育って
ください」と子
どもたちに思い
を語りました。

3 月 24 日　菊之池小学校

電話お願い手帳などを寄贈
３月 24 日　NTT グループ

　NTT グループから「電話お願い手帳」と「ふれあ
い速達便」が本市に寄贈されました。この寄贈は昭和
58 年から実施されており、ことしで 34 年目。耳や
言葉が不自由な人の日常生活が便利になるようにと贈
られています。福祉課と各総合支所総務民生課、社会
福祉協議会に置
いてありますの
でご活用くださ
い。「電話お願い
手帳」をお持ち
の人を見かけた
ときはご協力を
お願いします。 

寄贈された「電話お願い手帳」と「ふれあ
い速達便」

鼎談する熊本大学田
た

中
なか

尚
なお

人
と

准教授㊧、江頭
市長㊥、熊本県立大学柴

しば
田
た

祐
ゆう

准教授㊨

「癒しの里菊池」の景観を考える
　七城公民館で景観まちづくりシンポジウムが開催さ
れ、市内外から約 100 人が参加しました。ステージ
では「私がみつけた菊池の景観の○と×」をテーマに、
市民ワークショップ参加者５人がそれぞれ自分の好き
な菊池の景観などを発表し、意見を交わしました。
　鼎談では「癒
しの里きくちの
景観づくり」を
テーマに、会場
からの質問を交
えながら、活発
なトークを繰り
広げました。

３月 21 日　景観まちづくりシンポジウム

受賞した緒方龍二さん㊧と本多康弘さん㊨

市内ホテルの料理人が大臣表彰と大臣賞
　菊池観光ホテルの緒

お

方
が た

龍
りゅう

二
じ

料理長が調理業務功労者
として厚生労働大臣表彰を受け、菊池グランドホテル
の本

ほ ん

多
だ

康
や す

弘
ひ ろ

料理長が全国日本料理コンクール郷土料理
部門で文部科学大臣賞を受賞しました。緒方さんは地
元小学校での食育の取り組みなど長年の地域貢献が
評価されました。
本多さんは地元
の食材を使い独
自のアレンジを
加えた郷土料理
が評価され、初
出場で栄冠を手
にしました。

3 月 22 日　厚生労働大臣表彰・文部科学大臣賞
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ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか?

申込期限　誕生月の前月5日 ※5日が休日の場合は前日。
募集人数　先着24人（毎月）
申込方法　写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所
の広報担当まで申し込んでください。写真はデータでも受け付け
ます。写真のみ後日提出でも可能です。

平成29年4月までに誕生日を迎える
3歳までの子どもの写真を募集しています!

お誕生日
おめでとう!

城
じょう
　歩

あゆ
花
か

ちゃん（○七 岡田）

じ
ぃ

～

じ
、ば
ぁ

～

ば
、

だ
い
す
き
だ
よ

～

！

1歳 H27年5月9日生まれ

廣
ひろ
瀬
せ
鈴
れい
羅
ら

くん（○菊 西寺）

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

こ
ん
な
に
大
き
く

な
っ
た
よ
♪

1歳 H27年5月22日生まれ

深
ふか
田
だ
咲
さ
良
ら
沙
さ

ちゃん（○菊 袈裟尾）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
た
ん
、

み
っ
こ
ち
ゃ
ん

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
♡

1歳 H27年5月1日生まれ

中
なか
山
やま
継
けい
心
ご

くん（○泗 富の原西）

1
歳
に
な
り
ま
し

た
！
ば
あ
ば
、
じ
ぃ

じ
大
好
き
♡

1歳 H27年5月10日生まれ

菊
きく
永
なが
梛
な
生
お

くん（○七 間所）

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ

ち
ゃ
ん
、大
き
い
鯉

の
ぼ
り
あ
り
が
と
う

1歳 H27年5月9日生まれ

田
た
尻
じり
奈
な
桜
お

ちゃん（○七 五海）

大
好
き
な
お
友
達

た
く
さ
ん

遊
ぼ
う
ネ
♡

3歳 H25年5月1日生まれ

田
た
中
なか
湊
みな
士
と

くん（○泗 永出分）

ス
ト
ラ
イ
ダ
ー

が
ん
ば
っ
た
よ
ー
！

3歳 H25年5月12日生まれ

永
なが
井
い
朔
さく
磨
ま

くん（○菊 北宮）

に
ぃ
に
ぃ
遊
ん
で
☆

ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
も

あ
り
が
と
☆

1歳 H27年5月3日生まれ

坂
さか
本
もと
実
み
生
しょう

くん（○菊 中町）

じ
ぃ
、ば
ぁ
、い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡

大
工
仕
事
大
好
き
!!

3歳 H25年5月25日生まれ

管
かん
　優

ゆう
花
か

ちゃん（○泗 村吉）

歌
う
事
が
大
好
き
♡

マ
マ
の
お
手
伝
い
を

た
く
さ
ん
で
き
る
よ

3歳 H25年5月14日生まれ

田
た
口
ぐち
莉
り
心
こ
亜
あ

ちゃん（○泗 南田島）

も
う
す
ぐ
お
姉
ち
ゃ

ん
に
な
る
よ
♡

楽
し
み
！

3歳 H25年5月26日生まれ

関
せき
　奨

まさ
仁
ひと

くん（○泗 富出分）

パ
パ
、
マ
マ
、
じ
ぃ

じ
、ば
ぁ
ば
、お
じ
ち

ゃ
ん
大
好
き
♡

1歳 H27年5月21日生まれ

中
なか
尾
お
武
たけ
幸
ゆき

くん（○菊 片角）

よ
う
ち
え
ん
大
す
き

♡
み
ん
な
な
か
よ
く

あ
そ
ぼ
う
ね
!!

3歳 H25年5月16日生まれ

① 「iphone」「ipad」の場合
　　　⇒ App store から
　「Android」の場合
　　　⇒ Google play から
　 「Aurasma」で検索してインストール

します。

■登録手順

②  Aurasma を起動するとチュートリ
アル画面が表示されますので、一番
右までスライドし「Skip」を押しま
す。真ん中下の△マークを押すと画
面下部に検索ボタンが出ますので、
タップして「癒しの里  菊池」と入
力し検索します。

③ 「Follow」をタップして選択します。
（選択すると Following に変わりま
す）画面下部中央の四角のボタンを
押します。

④ 「AR」のマークがある写真にスマー
トフォンをかざすと動画を見ること
ができます。

⇒ 菊池渓谷の写真
にかざしてみて
ください。画面
をダブルタップ
すると写真から
スマホを離して
も見ることがで
きます。

広報写真が動き出す！？最先端の不思議体験

動画の視聴方法

祝
いわい
　心

みこと
詞ちゃん（○菊 野間口）

2歳 H26年5月22日生まれ

ね
え
ね 

ば
あ
ば

じ
い
じ 

だ

～

い
す
き
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５月１日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

平山内科クリニック（内・呼内・ア・緩内） 合志市 096（273）6104

笹原整形外科医院（整） 菊陽町 096（232）1165

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

５月３日
㈫㈷

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

５月４日
㈬㈷

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

５月５日
㈭㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

三隅胃腸科内科外科医院（内・外） 合志市 096（248）6161

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

５月８日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

かたやま内科・漢方クリニック
（内・漢内・糖） 合志市 096（273）6960

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

みさきの歯科医院 大津町 096（285）4182

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

５月15日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

ぺェ歯科クリニック 菊池市 0968（38）0202

七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

５月22日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

郷胃腸科内科クリニック（胃・内・消・放） 菊池市 0968（38）2121

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101

髙田歯科クリニック 菊陽町 096（337）7139

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

高江バス亭前薬局 菊池市 0968（38）0701

５月29日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

緒方整形外科医院（整・リハ・リウ） 合志市 096（248）8181

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

片山歯科医院 大津町 096（293）0864

６月５日
㈰

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

光の森歯科クリニック 菊陽町 096（340）2611

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

江頭　実

◆
こ
と
し
の
桜
は
比
較
的
開
花
の
時
期

が
長
く
、
皆
さ
ま
も
年
に
一
度
の
花
見

を
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ま
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
菊
池
公
園
の
桜
も
見
事
で
、

年
々
花
見
客
の
数
が
増
え
て
き
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
◆
ま
さ
に
そ
の
満
開
の

桜
の
下
、
菊
池
市
で
映
画
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
春
な
れ
や
」
と
い
う
20

分
の
短
編
映
画
で
、
海
外
の
有
名
な
国

際
映
画
祭
へ
の
出
品
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
静
か
な
里
山
の
風
景
の
中
で
、
桜

を
巡
る
老
い
と
愛
の
物
語
で
す
。
私
の

友
人
か
ら
「
監
督
が
桜
の
ロ
ケ
地
を
探

し
て
い
る
」
と
の
情
報
を
受
け
て
、
菊

池
の
写
真
を
見
せ
て
監
督
に
セ
ー
ル
ス

し
た
と
こ
ろ
、
当
地
を
気
に
入
っ
て
い

た
だ
き
撮
影
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
主

演
は
大
御
所
の
有
名
女
優
Ｙ
さ
ん
。
老

人
施
設
の
場
面
で
は
、
本
市
の
皆
さ
ん

が
玄
人
の
よ
う
な
熱
演
ぶ
り
で
し
た
。

◆
「
春
な
れ
や
名
も
な
き
山
の
薄
霞
」

と
は
松
尾
芭
蕉
の
句
で
、
あ
り
ふ
れ
た

山
に
薄
霞
が
掛
か
っ
た
風
情
あ
る
光
景

に
春
の
到
来
を
知
る
の
意
味
で
す
。
自

然
は
常
に
人
を
感
動
さ
せ
る
美
に
満
ち

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
気
付
く
か
は
見

る
者
の
心
次
第
で
す
。
万
一
こ
の
作
品

が
国
際
的
な
賞
を
受
け
れ
ば
、
物
語
の

舞
台
で
あ
る
菊
池
が
世
界
的
に
注
目
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
菊
池
に
明
る
い
花
が

咲
き
開
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

「春なれや」vol.26

（
こ
の
文
章
は
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
４
月
14
日

よ
り
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
被
災
者
の
皆
さ

ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
）
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